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前回に引き続き，戦後の宮城県の工業の変容

過程に関する資料の整備を行う。今回は，企業

の立地動向を扱う( 1 )。

前回も述べたように，戦後，第1次産業とり

わけ農業を経済基盤にしていた宮城県では,「後

進性」脱却のために，工業化を積極的に推進し

てきた。それによって， 「先進地域」との経済

格差を縮めようとしたのである。 このための主

要な施策は，いうまでもなく企業（工場）の誘

致であった(2)。

(1) 今回も前回と同様， とりあげた主准資料（今回は宮城県『工業立地のあらまし』）に限定して分析・

検討を行う。いうまでもなく， これらの資料に黙られる数値の動きは，わが国全体の経済の動きと有

機的に結びついている。 したがって， それらを関連づけた考察が必要とされるが， ここではその余裕

がないので，次回以降に譲ることにする。

(2) このような方向は, 1960年代初頭には極めて明確になってL,た。例えば, 1960年12月に発表された

『宮城県経済長期計画』ば， 「戦後から現在までの1人当りの分配所得を全国の1人当り所得と比較す

れば，その75％～85％に低迷しており，後進県としての地位を脱却できない現況にある」 とし， その

ための対策として「第1次産業の近代化による所得増加には自ら限界があり， しかも本県ば全国屈指

の第1次産業県であるので， この際思い切った産業構造の改善施策を行なって第2次産業の伸長をは

かる」という目標を掲げてL､る。そしてその具体策として， 「産業基盤の整備，工場の誘致ドエ業技術

の向上」があげられている。 こうした方向は基本的に今日まで継続されているといってよかろう。
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1953年，宮城県に謂いてば「工場誘致条例」

が制定された。そして， その前年から，県が関

与した誘致工場の件数が発表されている(3)。そ

の件数を今日 (1985年） まで通してぷたのが，

図-1,第1表である。図-1をみるように’

1952年から今日までの件数の動きにはいくつか

図-I 宮城県の工場立地件数の推移
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(3) この外に, 1967年より，通産省によって， 「工場立地動向調査」 (1,000㎡以上の用地取得ベース）が

行われ，毎年その結果が発表されている。
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第1衷業種別にみた宮域県の工場立地件数の推移（1952～85年）
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の起伏が糸られる。それを整理してみると，同

図の上部に記したような区分・特徴づけをする

ことが可能であろう。すなわち，

1950年代, 60年代, 70年代, 80年代前半の四つ

の時期の工場立地の特徴をみていくことにしよ

う。

尚，今回の資料の整理は， とくに，第一-に立

地工場の県内諸地域への分布状況をみること，

第二に立地工場と立地地域の工業発展との関連

をみることに主眼が置かれてL､る･第二の点を

とくにとりあげたのば，第2表をみ､るように，

立地工場が立地地域の工業の中て極めて大きな

比重を占めているからである。尚，立地工場の

県内諸地域の分布を整理した図はかな！)の紙幅

1950年代･ ･ ･…工場立地の本格的展開の前兆期

1960年代～1970年代前半. .”. ･工場立地の本格

的展開期

1970年代後半…….工場立地の停滞期

1980年代前半･ ･ ･ . ､ ~工場立地の新たな展開期

こうした動きを一つの手懸かりにしながら，
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第2喪全事業所に占める誘致工喝の割合（1983年）

△
口誘致工場 Wll全 リド 業所

地区 名

⑪製造品
出荷額等

(n製造品
~ ‐出荷額導

侭)従鴬脅救 ⑥従業者数~ ⑥／ （頁） ⑪／⑧

人
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百ﾉﾌ円
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％
釘

％
帥

ロ

ノ、
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百万円
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仙南工業地区
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古川 〃 19,459 48 69260,090 9,406 179, 173
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10,305気仙沼〃 9661 10,435 6121,322

計 148,989 51,773 1,566,433 35 602,625,051

を必要とした。そのため，それを本文中に入れ

ることは避け，巻末にまとめて掲げることにし

た。

また同図の中に, A, B, C, D, E, F,

Gというアルファベットがて･てくるが， それは

工場規模を従業員数で区分したものである。す

なわち, A……l～49人, B' ･ ･…50～99人． C

……100～199人, D･ ･ ~…200～299人, E･…・ ・

300～499人, F･…･ ･500～999人． G･ ･…･ ･1,000

人以上。この中で，従業員300人以上の工場(E,

F, G)は， その地域の中で果たす役割がとく

に大きいと考えて，表示を強調した。

以下では， まず1 , 2, 3, 4の各節で，各年

代に猫ける工場の立地件数，立地業種，立地地

域，及び立地工場が立地地域の工業化に及ぼし

た影響なと．を具体的に調べ， その後に5節で再

び各年代における工場立地の動向について大ま

かな整理を行う。

ここで利用する資料の中でとくに断りのない

場合ば．宮城県『工場立地のあらまし』からの

ものである。

1. 本格的展開の前兆期-1950年代

第1表から, 1952～59年の工場立地件数をと

りだして録ると，全部で30件である。年を追っ

て悪ていくと, 1952年2件, 53年4件, 54年3

件， 55年3件． 56年2件， 57年4件， 58年7件，

59年5件となって諦り， 50年代後半に向かって

漸増している。業種では「食料」が最も多く，

9件である。

図－2ば．それらの県内諸地域への分布状況

である。

これらの資料を参考にして， この時期の工場
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立地の大きな特徴を示せば， まず1950年代前半

では， 54年に従業員1,700人余を擁するソニー

株式会社（｢電機｣）が多賀城町(1971年に市制

を施行）に立地したことを除けば， ほとんどが

気仙沼市,塩釜市,石巻市など漁業地域への「食

料」 （水産加工とその関連工業）の立地である。

しかし, 1950年代後半になると， 「金属｣， 「電

機｣， 「機械」など多様な業種が，仙台周辺に集

中的に立地している。例えば，大型工場では，

仙台精密材料研究所，東北造船，東北電気製造，

佐藤造機などが，仙台市，塩釜市，多賀城市に

進出している。

工場の立地件数，立地業種立地地域がこの

ように変化しはじめた背景には, 1950年代後半

に入ってにわかに東北開発の気運が盛り上が

り, 1957年に「仙塩地区」が国士総合開発法に

よる「工業立地整備地区」に指定されたこと，

1958年に東北開発三法（東北開発促進法,北海

道東北開発公庫法,東北開発株式会社法）が制

定され， とくに資金面などで工場誘致の体制づ

くりが進んだことがある。

周知のように， この時期は日本経済が「復興」

から「高度成長」へ転じていく時期であり，工

業も国内の第1次産業にリンクした地方資源型

から他のタイプへ転換していく時期であった

が，宮城県の工業においても， このような動き

は着実に進行している。

再び図－1を象るように, 1960年代に入ると，

工場立地ば急カーブを描いて上昇している。そ

して65年に大きく減少したものの，すぐ上昇に

転じ， 66年には42件， 67年にはそれまで

の般高の48件を記録している。 1960～69年を通

してぷると267件である。

この期間の立地件数267を(ｲ)県外からのもの

と， （ﾛ)県内からのものに区分してみると， （ｲ）

120件, (P)147件となってL,る。 これをさらに，

1960年代前半(1960～64年) , 1960年代後半

(1965～69年）に区分して象ると，前者では(ｲ）

37件， （ﾛ)44件，後者では(f)103件, (｡)83件とな

っている。つまり， 1960年代前半にば県内から

の立地が多く，逆に1960年代後半には県外から

の立地が多かったわけである。

また， この期間における工場立地件数を業種

別にみると， 「電機」38件， 「食料」35件， 「金

属」30件， 「衣服」26件， 「窯業・士石」 18件，

「木材・木製品」 16件， 「繊維」 15件． 「パルプ

・紙」 14件の順になっている。 また，工業内全

業種を， （1） 「基礎資源型｣， （2） 「地方資源型｣，

(3) 「技術集積指向型｣， （4） 「労働力指向型｣， （5）

「人口集積指向型」の五つに分類して象ると

(4), (1)31件, (2)69件, (3)45件, (4)83件, (5)25

件となっている。つまり， この分類方法によれ

ff, 1960年代には，県内の労働力を求めて進出

してきた工場が最も多く，吹いで地方の資源に

依存する工場の進出が多かったわけである。

さて，以下では県内諸地域における工場立地
2． 本格的展開期-1960年代

(4) この区分は，北古賀勝幸・井上吉男編著『地域経済の変容過程」 （ ミネルヴァ書房), 106"､R-ジによ

った。
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の特徴を同じような手法で整理していくが，そ

の際立地工場と立地地域の関連を詮るために，

前回分析した県内各地の5年毎の製造品出荷額

の伸び率，及び製造品出荷額特化係数を参考に

する(5)。

まず， この時期の立地工場の県内諸地域への

分布状況をみよう(6)。それをみたのが， 図－3

の①②③④⑤⑥である （前述したように紙幅の

都合上，便宜的に六つの地域に区分した)。

図－3の①は, 1960～69年における「広域仙

南圏」の立地工場である。立地件数は43件であ

り．六つの圏域の中では「広域仙台都市圏」の77

件に次いで多い。そのうち， 75％にあたる32件

が1965年以降に立地している。

自治体ごとに工場立地件数をみると， 同期間

に，柴田町10件，角田市8件， 白石市7件，大

河原町7件，村田町4件， 丸森町4件，蔵王町

2件，七ヶ宿町1件，川崎町0件となっている。

この中で， 角田市の8件は，従業員500人以上

のアルプス電気角田事業所(1968年，本社東京

都)，京浜精機製作所角田工場(1968年，本社

川崎市）を含めて，すべて1965年以降の立地で

ある。 これらの工場の操業によって，角田市の

1965～70年の工業出荷額の伸び率は，全県の工

業出荷額の平均伸び率243.0ポイントを大きく

上回る1,436.0ポイントを記録している （県内

諸地域の中では最高の伸び率である)。因JZAに，

その他の地域も, 1965～70年には， 白石市の

228.9ポイントを別とすれば，柴田郡（大河原

町，柴田町，村田町，川崎町） 545.8ポイント．

刈田郡（蔵王町，七ヶ宿町) 419.6ポイント ，

伊具郡（丸森町) 1, 111~9ポイントと全県工業

の平均伸び率を大きく上回っており，活発な工

場立地の影響の大きいことが窺われる。

立地した業種を多い順に詮ると， 「電機」 12

件， 「繊維」 5件， 「食料｣~ 4件， 「衣服」 4件，

「窯業・土石」 4件， 「金属」 3件などとなっ

ている。 この中で，件数の最も多い「電機」の

1970年の工業特化係数（製造品出荷額，以下同

じ）の大きい地域ば， 角田市3.617である。 こ

こには，先にあげたアルプス電気角田事業所の

外に，東京報知機(1969年，本社東京都）が立

地しており‘ これらがこの業種の特化係数の大

きさに反映していると思われる。

県外からの工場の立地は.43件中31件であり，

そのうち東京都からの進出が18件で愚も多い。

そして， これらを含めて，関東からの立地が

1960年代後半になって急増していることが一つ

(5) このような資料を参考にしたのは，次のような考えによる。ある地域におけるある業穂の特化係数

が短期間に大きくなるのは， （ｲ)地域内部からの工場の新設・増設などが相次ぐことによって， その業

穏の比璽が相対的に高くなる場合， （｡)地域外部からの工場の立地によって， その業種の比重が相対的

に高くなる場合， （'ｳその地域におけるその業種が現状維持の状態にあるにもかかわらず，他地域にあ

るその業樋の落ち込ﾕAが激し↓､結果，その地域のその業種の比重が相対的に高くなる場合，などのケー

スが考えられるが， これらのうち，通常は(ｲ)がそもそも困難なので(｡)を政策的にも推進しようとする

のであるし， また('ｳの場合にはある業種の不況は全地域を襲うことが多し,から，やはり特化係数力1急

に大きくなる要因としてば(ﾛ)を想定するのが妥当であろう。

(6) 立地取り消しの企業は除L,た。以下も同じ。
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の大きな特徴である。

次に，図－3の②ば, 1960～69年における「広

域仙台都市圏」の立地工場である。立地件数ば

77件であり，六つに区分した圏域の中では最も

多い。

このうち,県外からの立地件数は42件であり，

東京都からのものが21件と最も多い。

立地した業種をみると， 「金属｣， 「食料」が

それぞれ12件， 「窯業・土石」が7件， 「衣服」

が6件， 「電機｣， 「木材・木製品｣， 「パルプ・

紙」が4件という順になっている。

自治体ごとに工場立地件数をみると，仙台市

28件，岩沼市12件．名取市7件，多賀城市5件，

塩釜市3件，宮城町6件，亘理町4件， 山元町

4件，大衡村4件，大和町1件，富谷町1件，

松島町1件，秋保町0件となって溝り，仙台市

が断トツである。

ところで， この圏域を他の諸圏域と比較して

魂ると，特徴的なことの一つに, 1960年代前半

における工場立地の比重が大きいということが

ある。 この特徴をとくに強くもつのは，仙台市

を含めてこの圏域の北部（工場立地があるとこ

ろでは，仙台市，多賀城市，塩釜市，松島町，

富谷町，大衡村，大和町，宮城町）である。 こ

の中から工場立地件数の最も多い仙台市をとり

あげて黙ると, 1960～1969年の工場立地件数27

件のうち18件が1960～64年に立地したものであ

る。 これらの業種は多様であり，件数の上では

突出しているものは魂あたらない。強いていえ

ば， 「地方資源型」と「人口集積指向型」に属

する企業が多い。工場規模嘘概して小さい。立

地した工場のこのような特徴に影響され，その

後の同市の工業出荷額の伸びは小さい。 1965～

70年の同市の工業出荷額の伸び率ば190.4ポイ

ントであるが， これは宮城県の工業出荷額の平

均伸び率213.5ポイントを下回るものである。

上にあげたこの圏域にある仙台以北の市町村

は，仙台市と同様の傾向で推移している。 これ

らの市町村の多くは, 1950年代後半に指定され

た「仙塩地区・工業立地整備地区」に含まれて

いるところから， これらの地域での将来の人口

増加を見込んで, 1960年代前半には消費立地．

都市型工業の立地が多くなされたものと思われ

る。 このような特徴は, 1960年に工場立地件数

が多し､他の諸地域と比較すると, 1960年代後半

の「労働力指向型」工業の増加→工業出荷額の

増加というパターンをもつ他の地域とば明らか

に異なる。

図－3の③ば, 1960～69年における「広域石

巻圏」の立地工場である。件数は26件であり．

すべてが1965年以降の立地である。

県外からの工場の立地は,26件中15件であり，

そのうち,東京都からの進出が8件と最も多L,。

立地した業種を多い順に象ると， 「パルプ．

紙｣， 「食料」がそれぞれ6件， 「木材．木製品」

が3件， 「窯業・土石｣， 「機械｣， 「電機」がそ

れぞれ2件となっている。

自治体ごとに工場立地件数をみると，石巻市

18件，矢本町3件，河南町3件，河北町1件，

桃生町1件となっている。

これらの中で．注目されるのは．何といって

も立地件数の多い石巻市である。 ここには，

1967年の石巻工業港の開港に伴って， その背後

地に上図に示された一連の製材・肥料・飼料会

社が進出したのである。 これらの工場の影響も

あって‘ 同市の1965～70年の工業出荷額の伸び
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率ば261.5ポイントとなり， 県平均伸び率243.0

ポイントを若干ながら上回っている。尚，石巻

市の「パルプ. ・紙」の特化係数が3.381 (1970

年）にも及んでいるが， これには十条製紙石巻

工場(1968年，本社東京都）の立地が大きな影

響を与えてL,る。

図－3の④は． 1960～69年に妬ける「広域大

崎圏」の立地工場である。件数ば28件である。

それの立地時期を1960～64年と1965～69年に区

分してみるとⅢ 前者8件，後者20件であり，ほ

とんどが1960年後半に立地している。

立地した業種を多い順にみると， 「電機」 8

件， 「衣服」 7件， 「窯業・土石」 3件， 「パル

プ・紙」 2件， 「食料」 2件なと．となって妬り，

ここでも「労働力指向型」に分類される工場の

件数が多い。

自治体ごとに工場立地件数をみ､ると， 古川市

8件．小牛田町5件，岩出山町4件，中新田町

3件．田尻町2件，宮崎町1件，小野田町1件，

三本木町1件，松山町1件，鹿島台町1件，涌

谷町i件となっている。 この中で注目されるの

ば，古川市への東北アルプス古川工場(1964年，

本社東京都）の立地である。同社は従業員1 ,

000人以上の大企業であり， この工場の立地の

影響などもあって， 古川市の1965～70年の工業

出荷額の伸びは300.4ポイントに及んでいる。

この他にも， この圏域へは「労働力指向型」の

大規模工場の進出が相次いでおり （田尻町への

日本ケミカルコンデンサー・ 1966年・本社東京

都．宮崎町へのミツボン縫製加美工場・ 1968年

・本社東京都，岩出山町への東北東光岩出山工

場・ l966年・本社岩出山町)． これらがこの地

域の工業出荷額の伸びを大きくする一大要因と

なってL ，る。

図－3の⑤lX, 1960～69年における「広域栗

原圏」への立地工場である。件数は19件であり，

そのうち89％にあたる17件が1965年以降の立地

である。

これを，県外・県内に区分してみると，前者

が19件中10件を占めている。そのうち東京都か

らの進出が8件である。

立地した業種を件数の多い順にみると， 「電

機」 7件， 「衣服」 3件， 「金属」 2件などとな

っており， ここでもまた「労働力指向型」の立

地が大半を占めている。

自治体ごとに工場立地件数をみると，栗駒町

3件，高清水町3件，一迫町3件，若柳町2件，

志波姫町2件，築館町2件，瀬峰町2件↑瀧沢

町1件，金成町1件となっており， このうち．

高清水町ば「電機」の特化係数が5.588 (1970

年） と格段に高L,が，それは東北アルプス高清

水工場(1964年， 本社東京都), ミカサパーツ

(1968年，本社高清水町）の立地の影響による

ものと思われる。

図－3の⑥は, 1960～69年における「広域気

仙沼・本吉圏，広域登米圏」への立地工場であ

る （立地工場数が少いので，二つの圏域を一緒

にした)。立地件数は， 二つの圏域で10件であ

る。

この10件のうち,県外からの立地が8件あり，

そのうち6件が東京都からの進出である。

立地した業種を多い順に録ると． 「電機」 3

件， 「衣服」 3件， 「窯業・土石」 2件， 「食料」

1件． 「金属」 1件となっている。

ここには．従業員300人以上の工場の立地ば

盈られない。
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に先の五つのタイプに区分してみると， 「技術

集積指向型」57件， 「地方資源指向型」40件， 「労

働力指向型」39件， 「基礎資源型」20件， 「人口

集積指向型」 11件となっている。 このように，

1960年代と比較して象ると， 「電機」を中心と

する「労働力指向型」から， 「金属」「機械」な

ど「技術集積指向型」への転換が進んでいる。

以下，前期の場合と同様の方法で，各地の企

業立地の状況をみる。それを象たのが，図－4

の①②③④⑤⑥である （ここでも，紙幅の都合

上，六つの地域に区分した)。

図－4の①は, 1970～79年における「広域仙

南圏」への立地工場である。件数は38件であり，

六つの圏域の中でば， 「広域仙台都市圏」の52

件に次いで多い。

38件のうち28件は県外からの立地であり， そ

のうち16件は東京都からの立地である。

自治体ごとに工場立地件数をみると，村田町

I0件，柴田町7件，蔵王町5件， 白石市4件，

丸森町4件，角田市3件， 川崎町2件，大河原

町2件，七ヶ宿町1件となっている。 このよう

な活発な工場立地を反映して， この圏域内の各

地域の工業出荷額の伸びは， 白石市を除けばす

べて好調である。 とくに柴田郡（川崎町，村田

町，柴田町，大河原町）のそれの伸びは(T)1970

～75年313.9ポイント, (｡)1975～80年223. 1ポイ

ントと，宮城県の工業出荷額の平均伸び率(ｲ）

268.6ポイント, (｡)186.0ポイントを大きく上回

ってL、る。

3． 本格的展開期から停滞期へ-1970年代

図-1を黙るように, 1971年にば14件にまで

落ち込んだ工場立地件数は，翌年には一挙に51

件に達し, 1952～85年を通じて最高を記録して

いる。 しかしそれ以降は73年30件, 74年14件と

漸減傾向を辿り， 76年にはついにたった2件に

まで減少している。 1970年代後半には，完全に

停滞期に入ったとみてよかろう。

1970～79年の立地件数は全部で167件である

(7)。 これを(ｲ)県外からのものと(ﾛ)県内からのも

のに区分してみると， （ｲ)108件, (ﾛ)59件となっ

ている。これをさらに， 1970年代前半(1970～74

年), 1970年代後半(1975～79年）の二つの時

期に区分してみると，前者では(ｲ)95件, (P)41件，

後者では(f)13件, (｡)18件となっている。つまり，

工場立地が活発になされた1970年代前半には県

外からの工場立地が多く，逆に停滞期に入った

1970年代後半には県内からの工場立地が多いと

いう特徴が象られる。尚， この期間を通して，

県外からの立地工場は東京都からのものが，県

内からの立地工場感仙台市からのものが最も多

いQ

また， この時期の工場立地件数を業種別にみ

ると， 「金属」25件， 「機械」24件， 「窯業・土

石」 18件， 「電機」 17件， 「食料」 14件． 「衣服」

12件， 「鉄鋼」 10件と続いている。 これをさら

(7) 尚，先に曲3で指摘したように， ここで利用している宮城県発行の『工業立地のあらまし」とは別

に，通産省では, 1967年以降「工場立地動向調査」を行L､，敷地面積1,000㎡以上の立地工場数を公表

してL､る。それを宮城県につL,てみたのが，第3表（巻末）である。 しかし， これには立地工場名が

記されてL､なL､こと （件数だけ) ，及び工場立地件数の動きが前記の宮城県発行のものと同じ動きを示

してL 、ることなどの理由から， これ以上立ち入ら厳いことにする。
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～75年の工業出荷額の伸び率は，全県の工業出

荷額の平均伸び率268.6ポイントを大きく上回

る406.3ポイントを記録している。 また同様に，

黒川郡（大衡村，大郷町，富谷町，大和町）の13

件中9件も， 従業員500人以上の宮城日本電気

（大和町． 1974年， 本社大和町),守屋木材大

衡工場（大衡村． 1970年，本社仙台市）を含め，

1974年以前の立地であり， これらの工場の操業

によって， 同郡の1970～75年の工業出荷額の伸

び率ば， 649,9ポイントを記録している。

立地した業種を多い順にみると， 「金属」 12

件， 「鉄鋼」 8件， 「機械」 5件， 「窯業・士石」

5件， 「電機」 4件などとなっている。 このう

ち， 「鉄鋼」 8件のうち． 6件は仙台市に立地

している。 これはいうまでもなく，仙台港の完

成(1971年）によってその背後地に一連の鉄鋼

会社が進出してきたためである。これによって，

仙台市における「鉄鋼」の特化係数は2．

104 (1980年）になっている。また仙台市は「石

油」の特化係数も3.288 (1980年） と大きL,。

これは同様に，仙台港工業団地への東北石油

(1971年，本社仙台市）の進出の影響である。

次に図－4の③は, 1970～79年に描ける「広

域石巻圏」への立地工場である。件数は33件で

ある。

県外からの工場の立地は,33件中22件であり，

そのうち， ここでも東京都からの進出が12件と

最も多い。

自治体ごとに工場立地件数を録ると， 同期間

には，石巻市が圧倒的に多く27件であり， その

他の地域（北上町，河北町，桃生町，河南町．

矢本町，牡鹿町）は各1件にすぎない。

しかし，前期に引き続き立地件数が増加して

立地した業種を件数の多L,順にふると， 「機

械」 9件， 「金属」 5件， 「輸送」 4件， 「非鉄」

4件， 「輸送」 4件， 「食料」 3件などとなって

いる。 1960年代後半には「労働力指向型」が圧

倒的に多かったことを考慮すれば，県内農村部

で急速に「技術集積指向型」への依存が高まっ

たことがわかる。

特化係数では,村田町の「鉄鋼｣が4.781(1980

年） と大きい。 これには．従業員規模300人以

上の東京鍛工所宮城工場(1975年，本社東京都）

の立地が関連していると思われる。 また白石市

の「繊維」が18.729 (1980年） と図抜けて大き

い。 これには， この期間では，従業員規模500

人以上の東北アツギ白石事務所(1970年， 本社

東京都）の立地が関連していると思われる。

次に図－4の②は, 1970～79年における「広

域仙台都市圏」の立地工場である。件数は52件

であり．六つに区分した圏域の中では最も多い。

52件を県内からと県外からに区分してみる

と，前者28件，後者24件となっており，そのう

ち前者は仙台市からが19件，後者嘘東京都から

が17件と最も多い。県内からの立地が県外から

のそれを上回っているのは，六つに区分した圏

域の中でばこの圏域だけである。

自治体ごとに工場立地件数を象ると，岩沼市

17件，仙台市10件，大衡村6件，名取市5件，

泉市2件，亘理町2件， 山元町2件，多賀城市

1件，富谷町1件，大和町1件となっている。

この中で名取市の5件中4件は， 従業員500人

以上の松下電機産業ラジオ事業部仙台工場

（1974年，本社大阪府) ，仙台ニコン (1973年，

本社東京都）を含めて． 1974年以前の立地であ

り， これらの工場の操業によって， 同市の1970
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いる石巻市の工業出荷額の伸びは極めて低調で

ある。 とくに1975～80年は143.3ポイントであ

り，全県のこの時期の工業出荷額の平均伸び率

186.0ポイントを大きく下回っている。これは，

前回も指摘したように， オイル・ショック後の

構造不況がこの地域に集中的にあらわれたこ

と， また200カイリ専管水域の設定によって，

北洋漁業， そしてそれからの原料を加工する水

産加工業が大きなダメージを受けたことなどが

影響している（因みに，石巻市に論いては, 1977

年から78年にかけて，東北有数の大手造船会社

6社のうち5社が倒産している)。 この時期に

立地した工場も,小規模工場がぼとんどであり，

同市の工業の落ち込みに歯止めをかけるものと

はなりえなかったのである。

立地した業種を件数の多い順にみると， 「食

料」8件， 「木材・木製品」 7件， 「金属」 3件，

「衣服」 2件， 「パルプ・紙」 2件， 「化学」 2

件などとなっている。 この中で， 「木材・木製

品」 7件は，すべて石巻港工業団地への立地で

あり，その結果， 同市の「木材・木製品」の特

化係数を3､999 (1980年） と大きくしている。

次に,図－4の④ば,1970～79年における「広域

大崎圏」の立地工場である。件数は27件である。

県外からの工場の立地は,27件中18件であり，

そのうち東京都からが6件，つづいて大阪府か

らが5件となっている。

自治体ごとに工場立地件数を詮ると，中新田

町8件，古川市5件，南郷町3件，小牛田町2

件，三本木町2件．岩出山町1件．小野田町1

件，涌谷町1件となっている。

大型工場の立地は2件である。 1件は，三本

木町への従業員500人以上の吉田工業東北工場

（1974年，本社東京都）の立地である。そして，

この企業の立地の影響もあって， 同町を含む志

田郡の工業出荷額の伸び率は, 1970～75年には

1,124.2ポイントにもなり， 同期間の全県の工

業出荷額の平均伸び率268.6ポイントを大きく

上回っている。 もう 1件は，古川市への従業員

300人以上の大和ハウスエ業(1974年，本社大

阪市）の立地である。 これの影響もあり， 同市

の1970～75年の工業出荷額の伸び率は368.5rf

イントとなっている。

次に,図－4の⑤は, 1970～79年に拓ける｢広

域栗原圏」の立地工場である。件数ば31件であ

る。 1960年代の同地域への工場立地件数は17件

であったから，飛躍的に増加したといってよL，

であろう。 この31件のうち, 23件が1970～74年

に立地したものである。

県外からの工場の立地ば,31件中21件であり，

そのうち東京都からの進出が12件である。

しかし，工場立地が前期と比してこのように

活発になされたにもかかわらず， この圏域の工

業出荷額の伸びはさほど大きくなっていない。

1975～80年の工業出荷額の伸び率は193．6ポ

イントであり，全県のこの期間の平均伸び率

186.0ポイントをわずかに上回っているにすぎ

な､,。

立地した業種を件数の多い順にみると， 「衣

服」 5件， 「金属」 5件， 「機械」 3件， 「電機」

3件， 「窯業・士石」 3件． 「食料」 2件， 「繊

維」 2件， 「輸送」 2件となって拓り，全体的

にはやはり 「労働力指向型」が多い。

特化係数では， 高清水町の「食料」が2.227

(1980年） と大きいのが目を引く。 これば． こ

の地域に立地した従業員500人以上の東北伊藤
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ハム (1971年， 本社高清水町）の影響によるも

のとみて間違いなかろう。

次に図－4の⑥ば1970～79年における「広域

気仙沼・本吉圏・広域登米圏」への立地工場で

ある。件数は20件であり，六つに区分した圏域

の中では最も少ない。 しかし， この圏域も前期

(10件） と比較すると倍増している。

県外からの工場の立地ば,20件中7件であり，

そのうち6件が東京都からのものである。

立地した業種を多い順に象ると， 「衣服」 5

件， 「電機」 4件， 「機械」 3件， 「精密」 3件

などとなっている。

自治体ごとに工場立地件数を魂ると，東和町

3件，中田町3件，南方町3件，志津川町3件，

気仙沼市2件，迫町2件， 米山町1件，豊里町

1件となっている。

1960年代には， この圏内への従業員300人以

上の工場の立地はなかったが, 1970年には， 中

田町への従業員500人以上のサウンドマグネ

(1973年，本社中田町) ,迫町への従業員300人

以上の東北テレビバーツエ業(1971年，本社迫

町)，志津川町への同じく従業員300人以上の東

北エレクトロニクス (1976年，本社気仙沼市，

後に工場閉鎖)，豊里町への従業員300人以上の

ビデオテック （1974年，本社豊里町）の4件の

立地がある。

しつかえなかろう。

立地件数ば1980～85年で116件であり， その

うち県外からのものが73件である。 73件のうち

41件が東京都からのものである。

第4表桑るように,この期間には業種では｢電

機」（29件）が最も多く，続いて「金属」 (13件) ,

「食料」 (11件）の順で多い。 また立地地域で

ば,従来あまり立地件数の多くなかった泉市が，

一挙に14件（県内最多）に増加しているのが目

を引く。

さて，以下，前期の場合と同様の方法で県内

各地の工場立地の状況をみていくが， その前に

1980年以降の「工業統計表」に魂られる宮城県

の工業の特徴を簡単に黙ておく （というのは，

前回の「工業統計表」による分析は, 1980年ま

でしか行なわなかったからである)。

工業内諸業種の動きで特徴的なことは，第一

に, 1960年代よりその比重を低めていた「食料」

がこの時期になって再び比重を高めているこ

と，第二に， この期間になって立地工場数の増

加している「電機」が製造品出荷額でその比重

を高めていること，第三に1960～80年にその比

重を大きく高めた鉄鋼石油などの重化学工業

が， この時期にその比重を逆に大きく低めてい

ることなどである （図－6参照)。

県内各地の工業出荷額の伸びは，図－7，第

5表の通りである。 これらについては以下の分

析の中で再びとりあげよう。

さて，図－5の①は, 1980年代前半(80～85

年）における「広域仙台都市圏」及び「広域仙

南圏｣の立地工場である｡件数は全部で74件(｢広

域仙台都市圏」48件， 「広域仙南圏」27件）で

ある。

4． 新たな展開期-1980年代

1980年代に入って,宮城県の工場立地件数は，

80年13件, 81年20件, 82年15件, 83年17件, 84

年25件． 85年26件と増加傾向にある。 1970年代

の停滞と比較すれば，新たな展開期とよんでさ
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第4衷 1980年代前半の工塘立地件数と立地地壊(1980～85年）

立地地域

澤疑露
立地地域(数字は件数）

業 掴

泉市5， 石巻市3，古川市l , 白石市1 ． 岩沼瓶l ,大和町1 , *ll府町l

古l l l市l . 白石市l

中新田町1．金成町l

鴬沢町1 ，仙台市1

食 料

繊 維

衣 服

木 材

家 具

パルプ・紙

出服・印刷

化 学

石油・石炭

ゴ ム

皮 革

窯業・土石

鉄 鋼

非 鉄

３

２

２

２

０

２

３

２

０

０

１

８

６

１

１

多関城市1 ,古川市l

涌谷町1．仙台市l,鳴瀬町l

村田町1， 白石市1

松111町l

若柳町3， 石巻市1 ．築館町1 ,村田町1 , 泉市l , 大和町l ,

岩沼市2‘村田町2． 築館町1 ， 石巻市l

柴田町’

|胤削1:M'古川市l ,村､町l ,

{藷榊}:1慨1,Wi暇〃！

'蝋}蝋;↑職iW;ff

豊眼町1 ,瀬峰町1 ．亘理町1 ,

藍張町1 ,南方町1 ．村田町l .

金 属

機 減

13

10

大衡村2，築館町2， 利府町1 ,
柴田町1 ，石巻市1 .金成町1 .電 機 29

輸 送

梢 密

そ の他

丸森町2．

築館町2，

古111市3．

岩沼市l ，

川崎町1 ．

柴田町l .

角田市1 ．

藍王町l ,

秋保町1 ,

Ｌ

Ｌ

Ｌ

町

町

町

館

吉

山

蕊

本

松

本吉町1 ．仙台市l

仙台市l

村田町1 , 揃谷町1

６

６

８
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の大型企業を含めて， 8件が「電機」をはじめ

とする半導体集積回路に関連する工場であり，

それらは東北自動車道インターチェンジ周辺に

集中的に立地している。 また14件中の残りの6

件は， 従業員500人以上の阿部蒲鉾店(1986年

操業予定， 本社仙台市）を含めて， 「食料」に

関連する業種である。近年急増している人口と

の関連もあるであろう。 しかし． このような立

地件数の増加にもかかわらず， 同市の出荷額の

伸び率は今のところさほど大きくはなっていな

い。それば，全県の工業出荷額の伸び率125.8

ポイントと全く同じである。今後の展開が注目

されよう。

さて， この二つの圏域の中で, 1980～84年に

猫ける工業出荷額の伸びが全県の工業出荷額の

平均伸び率125.8ポイントと比較してとくに大

きい地域は，川崎町289.3ポイント ，秋保町224.

4ポイント，大和町189.0ポイント，角田市183

6ポイント ，利府町172.0ポイント，七ヶ浜町

このうち． 県外からの工場立地は74件中39件

であり， その中でば東京都からの進出が21件と

最も多い。また，立地した業種を件数の多い順

にみると， 「電機」 18件， 「金属」 14件， 「食料」

11件， 「窯業・士石」 7件， 「輸送」 5件， 「鉄

鋼」 4件などとなってL,る。

自治体ごとに立地件数を象ると， 「広域仙台

都市圏」では，泉市14件，仙台市10件，岩沼市

9件，大衡村3件，利府町3件，大和町2件，

七ヶ浜町2件， 多賀城市1件，名取市1件，宮

城町1件，亘理町1件，山元町1件となってお

り， 「広域仙南圏」では，村田町8件， 白石市

5件，秋保町3件，柴田町3件，丸森町3件，

角田市2件，蔵王町2件， 川崎町1件となって

いる。 これらの中で，注目される地域は， 何と

いっても立地件数が急増した泉市である。 14件

の内容をみ､ると従業員1,000人以上の日本モト

ローラ (1986年操業予定，本社東京都）や東邦

電子工業(1986年操業予定，本社福島市）など

宮城県工業の業種別製造品出荷額構成

(1980年、 1984年）

19帥年 1934年

図－6

l帥％ ~~

その他

一
器
囲
垂
鰯
鰯
鰯

一
二
／
／
一

零

囲

売

滅

鰯

三
一

；
言

一一~ー

命卿

鉄鋼

紙

fi油
5[I

砿機

鐘 … 其料

~

資料：宮城県企織部「寓峨県の1葉」 （1980年

版、 1984年版） より作成
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図－7 地域別製造品出荷額の推移（'980～84年）

全県の伸び率平均'00

20〔)～

/

可

菫篝艤

/〆二奎呈睡
二
園

151～2Ⅸ）
一一

三壼苛三一子 ・ －ロー

粟原郡＝＝羅面瞳プ
l“～15(）

－

~

花山村

50～99

彊館町

器出山町
志蔀川日「～49

喧

亨

Ⅱ

Ⅱ

早

■

叶

閏

Ｈ

Ｈ

■

画

盈

再

阜

Ｂ

Ｌ

甲
・
一
価
【
■

恥

瀬

函

、

ｂ

Ｔ
Ｉ
１

間

目

弼

水
』

一

稀田"f町

献箪哩二
小牛田目に揃谷町
一叶 巾 .B一 謹茎当竺

翻證藩
潮擬潅

ﾉ胡1町

橇

製霊等鍾焦騨綴
－

錫泉市泉市市

秋保日「 多胃城市千二Lケi兵町
名取郡

急電仙台市川崎町

柴田郡

名取市=＝＝

~~付出町

I刈田郡＝罰 日I
岩制市

凡 例

界一一一一一

茶田町
大河原町

一
一

県

市

町

亘踊日丁

界

界

郡

村 l預
ﾌr
・

白石市

侮り冊市邑＝二 一.一ー一‐‐ ~‐ 昔十一一一

亘理郡

,"fl
山元日I

ベ
＝＝声

＝伊具郡

E二豐三
~て竜F一

奇料苫宮城県企画部「宮城県の1業」 (1980年版、 1984年版）
より作成
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163.0ポイント ， 白石市161.0ポイント ，村田町

160.2誤イントなどである。 これらの中で， こ

の伸び率が多少なりとも工場立地件数あるいは

大工場の立地と関連があると認められる地域

は，大和町， 白石市，村田町である。大和町に

は従業員300人以上の第一屋製パン仙台工場

(1980年， 本社東京都）が立地している。白石

市にば従業員300人以上の東北日通工(1982年，

本社白石市) ，東北金属工業(1985年， 本社仙

台市）を含めて5工場が立地している。宮城県

の重点的工業団地を有する村田町にば， 従業員

1,000人以上の富士通宮城エレク トロニクス

(1982年Ⅲ 本社村田町）を含めて8工場の立地

がある。

尚， この期間に拓けるこの圏域の従業員300

人以上の大型工場の立地には，先にあげた諸企

業の外に，仙台市への日立製作所(1984年，本

社東京都)，騏麟麦酒仙台工場(1983年，本社

東京都，東洋製罐（1980年， 本社東京都)，大

衡村への沖電気工業(1987年操業予定，本社東

京都）がある。

次に図－5の②ば, 1980～85年における「広

域石巻圏」 「広域大崎圏」 「広域栗原圏」 「広域

登米圏」「広域気仙沼・本吉圏」の立地工場で

ある。立地件数は全部で47件（｢広域石巻圏」

8件， 「広域大崎圏」20件， 「広域栗原圏」 16件，

「広域気仙沼・本吉圏」 1件， 「広域登米圏」

2件）である。各圏域の中では，東北自動車道

などの主要幹線道路から離れているところが，

極端に工場立地件数が少なくなっている。

工場立地件数はこの時期に入って大きく増加

しているが．立地工場の規模が'｣､型化している

のが， この期間におけるこれらの圏域の工場立

地の大きな特徴である。 300人以上の工場は，

47工場中，築館町への松崎真空被膜(1986年操

業開始予定，本社東京都) 1社にすぎない。

県外からの工場立地ば47件中35件である。そ

のうち東京都からの進出が23件て最も多い。立

地した業種を件数の多い順に鍬ると， 「電機」

11件， 「窯業・土石」6件， 「その他」 5件， 「食

料」4件， 「精密」「金属」「機械」「出版・印刷」

がそれぞれ3件， などとなっている。

自治体ごとに立地工場件数を魂ると， 「鹿域

石巻圏」では，石巻市6件，河南町1件，鳴瀬

町1件， 「広域大崎圏」では，古川市13件，松

山町2件，中新田町2件，三本木町1件，涌谷

町2件， 「広域栗原閨」では，栗駒町1件，鴬

沢町1件，一迫町1件，築館町5件，金成町3

件．若柳町4件，瀬峰町1件， 「広域気仙沼・

本吉圏」では，本吉町1件， 「広域登米圏」で

は，石越町1件，豊里町1件となってL,る。

さて， この五つの圏域の中で, 1980～84年に

おける工業出荷額の伸びが全県の工業出荷額の

平均伸び率125.8ポイントと比較してとくに大

きい地域をピック・アップすると，松山町377.

1ポイント ，色麻町243.0ポイント， 田尻町203.

4ポイント， 中田町201.0ポイント，米山町196.

6ポイント，鳴瀬町184.8ポイント， 金成町183.

6ポイント，古川市179.6ポイント，涌谷町176､

7ポイント，一迫町169.3ポイントなどである。

これらの中でⅢこの伸び率の大きさが若干でも，

企業の立地に影響を与えられていると思われる

地域は，築館町，金成町，古川市などである。

古川市には「電機」を中心に14件の立地がある。

築館町には先にあげた松崎真空被膜を含あて5

件の立地がある。金成町には4件の立地があり，
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小自治体でもあることから，同町の工業にかな

り大きな影響があったとみてよいであろう。

字通り, 10年間で国民所得を倍にしようとする

計画であったが．その目標を達成するためにば

工業生産が10年間で3倍になることが必要とさ

れていた。 このため, 1950年代後半には，四大

工業地帯に集中していた工業力を全国各地に分

散させ，新たに工業生産拠点をつくる必要にせ

まられた(1962年に発表された「全国総合開

発計画」ば，工業の地方分散を主目標にしてい

る)。

この受け皿の一つとして設定されたのが,「新

産業都市地域」 （あるいば「工業整備特別地域｣）

であった。そこでの箪点的育成産業は，石油，

鉄鋼などの「基礎資源型」工業であったことも

あり， 「新産都市」にば臨海部が選択された。

そして「新産都市」建設にあたっては．それを

定めた「新産業都市建設法」 (1962年）によっ

て，地方自治体には，各種の財政的優遇措置（国

庫補助金のかさ上げ，地方債に対する利子補給

制度．各種税制の減免措置）が講じられること

に起っていた。 これを財源の一部として，地方

自治体ば，企業誘致のために，道路や港湾の建

設あるいは工場団地の整備を大々的に行ったの

である。 この最重点的工業開発拠点に，宮城県

では, 1964年に仙台湾地区の6市9町（仙台市，

石巻市，塩釜市，名取市，岩沼市， 多賀城市，

亘理町，山元町，七ヶ浜町，利府町，松島町，

鳴瀬町．矢本町，女川町，牡鹿町）が指定され

た。周知の仙台新港や石巻工業港は， このよう

な背景のもとに建設されたものである。

また， これとは別に， とくに農村部における

工業の受け皿として, 1961年の「低開発地開発

促進法」によって， 「低開発地域工業地域」が

設定された。 この地域に指定されることによっ

5‘ 小括

以上で，今日までの各年代における宮城県の

工場立地とそれに付随する諸特徴を象てきたの

であるが，県内をいくつかの地域に区分したこ

ともあってかなり錯綜している。そこで， ここ

で再び，若干の資料を補足しながら， これまで

の宮城県の工場立地に関連する大きな特徴と流

れを， とくに工場立地が活発になった1960年代

以降について要約して象よう。

(1) 1960年代の工場立地動向

1960年代の宮城県の工場立地の大きな特徴

は，第一に1950年代と比較して工場立地件数が

飛躍的に増大したこと，第二に立地業種が「電

機」「衣服」など「労働力指向型」が多く’ し

かも60年代後半に至って急増していること’第

三に立地件数の多い地域が，仙台市，石巻市を

中心とする臨海部の主要都市,及び古川市周辺，

角田市周辺の農村部に限られていることであ

る。

こうした諸特徴は, 1960年代初頭から開始さ

れたわが国の強力な工業化政策と密接な関連が

ある。

そこでまず，若干遠まわりになるが, 1960年

に推進されたわが国の工業化政策と宮城県の工

業との関連について述べよう。

周知のように，わが国においては, 1960年に

「国民所得倍増計画」が発表された。それは文
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て，上の場合と同様，工場誘致に有利な各種の

財政的優遇措置が識ぜられることになってい

た。宮城県では， この工業開発拠点に，仙南地

区（角田市， 白石市，大河原町，柴田町，村田

町)，古川地区（古川市，小牛田町，中新田町，

岩出山町．三本木町，高清水町，瀬峰町， 田尻

町)，気仙沼地区（気仙沼市）が指定された。

この二つの重点的工業開発地域の位置は，図

－8の通りである。

さて， この図を，上で指摘した工場立地の三

つの特徴と照応させてみると， 明らかに，宮城

県の1960年代の工業化は， この二つの重点的工

業開発地域を舞台にして展開されたことがわか

る。

ただ，具体的に黙ると，それらの地域の中で，

工場立地が活発になされ工業開発が進んだ地域

とそうでなかった地域にわかれる。それについ

てばすでに第2節で象たが， ここで別な資料に

よってもう一度整理してみよう。

第6表をみるように，工場立地の本展的展開

期と特徴づけた1960～75年の期間にば（理解し

やすくするために， ここでは75年まで延長し

た)， 「新産都市地域」が140件， 「低開発地域工

業開発地域」が122件の工場立地件数がある。

それらの内部に立ち入って柔ると，前者では，

港湾建設がなされた仙台市・石巻市の2市で79

件，すなわち全体の半数以上を占めている。 し

かし，それら以外の地域では，仙南の岩沼市，

名取市を除けば，工場立地が活発になされたと

はいい難く，七ヶ浜町，利府町，松島町，鳴瀬

町,女川町でば立地件数ゼロという状態である。

後者では, 122件中117件すなわち全立地件数の

95％を仙南地区と古川地区が占めており，気仙

沼地区はわずか5件にすぎない。二つの重点的

工業開発地域におけ為企業立地には， このよう

に「不均等発展」があったのて．ある。

ところで， この重点的工業開発地域の工場立

地件数が多い地域の中でも, 1960年代前半と後

半とでは，前半に件数が多い地域と後半に多い

地域とにわかれる。それは立地する業種の性格

とも関連している。前者の典型例は1960年代を

通じて最も工場立地件数の最も多い仙台市であ

る。それはすでにみたように， この期間の全工

場立地件数27件のうち, 1960～64年18件, 65~

69年9件である。前者の18件は，消費立地型あ

るいは「人口集積型」工業を中心にした業種で

占められている。仙台港の完成が1970年代初頭

であり，未だ重化学工業の立地が進まなかっ

たという事情もあるが, 1960年代の仙台市の工

場立地は， この地域の人口増，そしてそれに伴

って拡大する消費市場を見込んだ1960年代前半

のものが大きな比重を占めているのである。 こ

れに対して， 「低開発地域工業開発地域」の

中の農村部，すなわち仙南地区及び古川地区で

は． 1960年代後半に立地件数が急増している。

立地業種は「電機」を中心とする「労働力指向

型」である。そして東京都からの進出が圧倒的

に多い。 これは次のような事情によるものであ

る。 1964年不況以降わが国の主要産業徳急速に

その市場を海外に求めていったが，それに伴う

部品などの需要増加に対して大都市に存在する

中小企業は，高度成長の過程で労働力基盤を縮

少されており，応じきれなかった。かくして，

農村の婦女子を中心にした安価な労働力を求め

て，農村部に進出することになったのである。

ともかく， この時期には，家電あるいは繊維と
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図－8 「仙台湾新産地区」と「低開発地域工業開発地区」の位置
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第6褒仙台湾地区・低開発地域工業開発地区の工喝立地件数（1960～75年）
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いった産業の下請企業が．東京都などから，工

場立地に対する優遇策を有する宮城県の農村部

に多数立地した。明らかに，仙台市の工場立地

のパターンとは異なる。

尚， 以上．二つの重点的工業開発地域を中心

にして， この時期の工場立地の特徴をみてきた

が，最初から箪点的工業開発地域に指定されな

かった地域，例えば「広域登米圏」などに鈴い

ては， この期間を通して，工場立地件数は極端

に少ない。

最後に． この期間に立地した大型工場で，立

地先の工業化に大きなインパクトを与えたと思

われる工場は，角田市のアルプス電気角田事業

所，岩沼市の大昭和パルプ岩沼工場，石巻市の

十条製紙石巻工場，古川市の東北アルプス古川

工場，高清水町の東北アルプス高清水工場など

である。

(2) 1970年代の工場立地動向

まず， この期間における宮城県の工場立地の

大きな特徴をあげれば，第一に，工場立地件数

が1970年代初頭にピークに達し， オイル・ショ

ック以降， とくに70年代後半には極端に減少し
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たこと，第二に，立地業種では, 1950年代以来

立地件数が継続的に多かった「地方資源型｣，

及び1960年代後半以降急増した｢労働力指向型」

に加えて， 「技術集積指向型」が大型工場の立

地を伴って急増したこと，第三に，立地地域が

県内全域， とくにこれまで工場立地があまり黙

られなかった農村部に拡大したこと．第四に，

県外からの工場立地の多くが，東京都からのも

のであったということである。

1970年代初頭に，東京などの大都市部から農

村部へ，工場が大挙移動した動きについては，

次のように説明しうる。 1960年代に急激に進展

した急激な工業化ば， 60年代後半にはすでにそ

のひず象を全国各地にもたらすようになってい

た。地域問題の発生である。すなわち， 石油化

学コンビナート地帯では産業公害問題人口が

急増した大都市では過密に伴う種々の都市問題

・環境問題， さらに農村部でば人口流出の結果

としての過疎問題すなわち地域社会崩壊の問

題，等々。そしてこれらの問題解決を求めて，

1970年代初頭には，全国各地で住民運動が激化

したのである。そこでそうした問題への対応策

として, 1969年には重化学工業の生産拠点を地

方に移転しようとする「新全国総合開発計画」

が出され， また, 1971年には農村部への工場立

地を促進しようとする「農村地域工業導入促進

法」が制定され， 同様に1972年にはその動きを

加速化しようとする「工業再配鐙促進法」が制

定された（これらの法律によって，農村地域の

ほとんどが工業開発地域に組Z入込まれた)。 こ

のように, 1960年代末から1970年代初頭にかけ

て，工場の地域的再配置を行うことによって，

過疎・過密問題を同時に解決しようとする施策

が， 2重3重の構えをとって打ち出されたので

ある。宮城県においては，すでにみたように，

1970年代前半に，東京都を中心とする県外大都

市から農村部全域へ，工場立地が急増したが，

その背景には以上のような動きがあった。尚，

これらの諸法律による今日までの県内の企業立

地件数，立地企業名，立地地域ば図－9，第8

表を見る通りである（件数は同図，立地企業名

・立地地域は同表参照)。

さて次に，県内各地の企業立地の動きにさら

に立ち入ってみよう。

まず，臨海部では，石巻市の工業港背後地に

「食料」 「木材・木製品」を中心に「地方資源

型」工業の進出が続いている。 この期間では県

内最多の27件である。前期からの立地件数と合

せると， 45件にも及ぶ。 しかし，木材産業をは

じめとして立地工場の多くが不況を深刻に受け

やすい性質のものであったために， オイル・シ

ョックの影響がこれらに及ぶと，好調な工場立

地が逆作用し， 同市の経済ば大打撃を蒙ること

になった（もちろん，造船，水産加工業などの

不振も加わっている)。同市ば，現在も「特定

不況地域」に指定されてし､る。 また仙台市の工

業港背後地には, 1971年の仙台港開港とともに，

東北石油， 日本鋼管，吾嬬製鋼， 川崎製鉄，藤

沢製鋼新日本製鉄が立地している。 しかし，

これらの工場を核にして重化学工業コンビナー

ト基地を建設するという当初の計画はオイル・

ショックによって破綻し，図－4の②をみ､るよ

うに， これらの立地企業の中には用地を買収し

ただけで未操業のものもある。因盈に，仙台港

は工業港から商業港に用途を変更し，現在国際

貿易港の建設が進められている。
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臨海部の県内大都市の工場立地とその影響ば

このような状態にある。 これらの都市工場の立

地件数自体ば少<ない。しかし， これに対して，

県内農村部では，すでに指摘したように，工場

誘致地域が「農村地域工業導入促進法」などに

よって全域に及んだために，全体の件数ではそ

れらを凌駕しているのである。例えば，仙南地

域では， この時期には, 1960年代後半に工場の

進出が相次いだ角田市，大河原町に加えて，村

田町でも立地件数が急増しているのである （こ

れは県がこの地域に重点的に工業団地の整備を

行い，電子部品工場を誘致したことも影響して

いる)。また1960年代にば他圏域と比較して極

端に工場立地がなされなかった「広域登米圏」

においても，前期間と比して件数が倍増してい

る。 しかも， これらの中には多数の大型工場が

含まれている。

したがって，工場立地件数上からいえば，臨

海部の県内大都市部の比重低下，農村部での比

重上昇とL，う点が， この期間の大きな特徴とい

えるであろう。

図－9 「農村地域工業導入促進地区」における工場立地件数（｢仙台

湾新産地区」との比較）
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との貿易摩擦の主役の一つになる低ど成長を遂

げたのである。 この半導体産業に代表される先

端技術産業の製品は，主として関東周辺の工場

で完成され内外の市場に送られるが，その部品

・中間製品が量産型でしかも輸送コストが極め

て安いとL 、う性質をもっていることから，部品

生産工場が遠隔な東北にも多数建設されたので

ある'8’ （図-10",宮城県の先端技術産業の製

品・部品の出荷地域である)。

いうまでもなく， こうした産業の部品工場の

林立を可能にしたのは，東北縦貫自動車の建設

・整備が進んだことである。図-1lを魂るよう

に， こうした産業の大半は， この道路沿い， と

くにインターチェンジ周囲(10km以内といわれ

てL,る）に立地している。宮城県におL ,て， イ

ンターチェンジをもつ泉市で「電機」の工場立

地件数が急増してL､るのは， このような動きの

典型的なあらわれなのである(9'。

(3) 1980年代の企業立地動向

さて, 1980年代に入って，宮城県の工場立地

には新たな動きがZAられる。それは，端的にい

えば．第一に立地件数が1970年後半の減少傾向

から増加傾向に大きく転じたこと，第二に立地

業種が「電機」「機械」「精密」などに集中して

いること，第三に立地地域が特定の地域に集中

しはじめていることである。

近年のことでもあり． この動きを他の若干の

資料を補足して把握してみよう。

立地件数の多い業種は，一般に，半導体・通

信機器なと．であり， 「技術先端業種」 として一

括されているものである。 1973年のオイル・シ

ョックを契機にわが国経済の主導産業は， 「重

厚長大」型から「軽薄短小」型への転換を余儀

なくされたのであるが､ 1970年代後半にはそう

した転換が徐々に進み､, 80年代初頭には諸外国

(8) 周知のように，東北の先端産業の工場立地件数及び生産量I土，全国的にJZj,ても多く ，九州のシリコ

ン・アイラント．に対して， シリコンロート．と呼ばれてL､る。

(9) ところで，半導体産業に代表されるいわゆる先端技術産業の東北の進出理由・動機は， 高速自動車

の利用の外に，東北に存在する豊富な労働力の利用にあるとし ､われている （各種のアンケート調査に

よれば，後者の方が大きな理由とされている)。ある調査によオlば､ 「女子あるL ､はパートなと．の労働

力が豊富だから」が，進出理由のトップ．を占めている （運輸省東北運輸局・東北トラック協会連合会

『ハイテク産業と物流一先端技術産業における物流とトラック輸送利用の実態‘ 25ページ)。 しかし，

こうした産業が必要としてL､る労働力は， 同じ「電機｣， 「労働力指向型」工業に分類さｵ'る鴇合でも，

従来のものと比して質的な違いがあるように思われる。すなわち, 1960年代後半から東北各地に急増

した電機・電子部品の工場が必要としていたのは，主として単純な組み立て・加工のための労働力で

あったのに対し，今日の精密な機械設備のもとに量産を行う工場の必要としてL､るのは，一定の教育

と訓練を受け複雑なメカニズムに対応しうる．いわば就練労働力なのである。 この点，前者では半農

的女子労働力の調達が主目的とされたのに対し， 後者では主として若年男子労働力の調達が日指され

ることになる （したがって， さきの調査の設問自体に無理があるように思われる)。 したがって､ くり

返せば，今日先端技術産業が，大都市部と比較して相対的に安価な労働力を求めて東北に進出してく

るのであるが， そして東北サイドからば貴重な「雇用の場」 ・収入源として期待されるのであるが，

その必要とされている労働力は，従来のものとは大きな違いがある， このことに十分留意せねばなら

ない。
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発状況ば， 第8表の①②の通りである。 56の工

業予定地の総面積2254haのうち, 1153haが

未分譲である。かなりのスペースである。因み

に， これまで宮城県でば，第9表をみるように，

全国及び東北六県を上回るペースで工場敷地面

積が増加してきたが， 今後も高い比率で推移し

さて，宮城県では， 今後も， こうした産業を

中心に，企業の誘致が促進され， そｵ'によって

県内の工業化が推進されようとしている。

まず， 今後の立地工場の受け皿としての工業

団地（造成済と造成中の22工業団地，及び今後

大部分が造成され為予定の34の工場適地）の開

図一'0宮城県の先端技術産業の出荷先地域
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分以下である。

しかも，第8表を鍬るように， 各種の法律に

よって，種々の優遇措置が講じられるから，立

地企業にとってはメリットばかなり大きL､。

このように， 今日，宮城県においては，工場

の立地を推進するための体制づくりが着々とな

されている(10)o

ようとしている。

次に，第8表によって，工業用地価格をみる

と,22の主要工業団地の1㎡当りの分譲価格は，

最高25,900円から最低3,000円までと地域によ

ってかなり大きな開きがあるが，平均すると約

15,000円である （この資料は1986年6月に発行

された)。 これは1986年10月1日に国土庁によ

って発表された宮城県内の「工業地」の基準地

価1㎡当り22,900円と比較すると，かなり安い。

「住宅地」 1㎡当り36,000円と比較すると，半

第9表宮城県における工場用地面積(事業所敷地面積)の推移 (単位千㎡）
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V沙
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1970 1975 1980 19841961 1965

197(I%)

国勢李
士1 605,926 802,229 1,085,655 1,258,778 1,261,609 1,300,(109 179.2 116．2 103.0

東北六県 34.699 47,971 68,294 81,999 89,563 94,678 196.8 131. 1 105.7

宮城県 213.54,805 6,719 10,260 17,777 19,485 19,904 189.9 102.2

資料：通産省「工業統計麦」 （用地・用水篇） より作成

⑩このように，半導体産業を中心とした先端産業の誘致が宮城県の工業化の基本方向になろうとして

L,る。近く 「仙台北部中核テクノポリス計画」も発表される予定である。 しかし最近の内外の情勢に

鑑黒れぱ，その前途は決して明るいとはいえなL､。

周知のように，昨年(1985年) 9月, G5 (五カ国蔵相会議）による為替相場への協調介入以来，短

期間に円力摘騰し，わが国の輸出産業は大打撃を受けた。そして， 円高によるデメリットを回避する

ために， とくに先進国での現地生産に踏み切る動きを強めている。 この動きがとくに顕著なのは，家

電メーカーである。東北に多数あるその下請・部品工場が影響を受けることは必至である。現に，倒

産する工場， あるいは進出を延期する工場も出てきている。

こうした動きは今後一層強まることが予想される。 とL、うのば，わが国経済の今後の長期ビジョン

と目される前jl l リポート （前川春雄前日銀総裁が座長をつとめる「国際協調のための経済構造調整研

究会」の報告書）でも， 「近年，海外投資は急速な拡大傾向にあるが，今後， ．…. ~これを積極的に促進

すべきである」としているからである。

したがって，宮城県におL,ても， いわゆる産業の空洞化とそれによる雇用問題の深刻化が懸念され，

先端産業の誘致を核とした工業化とそれによる地域経済活性化計画は画餅に帰す可能性がある （尚，

こうした動きに付随する問題につL､ては，拙稿「産業構造調整下の地方の動向一宮城県を例にし

て』， 『中小商工業研究』第8号, 1986年9月，で若干検討している｡）
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図-1 1 東北の「技術先端業種」の立地状況(1980～85年）
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図－2 1950年代における宮城県の立地工増

大洋漁業気仙沼事業所(1953,C,製氷．冷凍．冷蔵．水雁踊詰，後に幽洋水産㈱へ社名変更，食

料,東京都）
弘満文冷薩(1955,A,製氷．冷凍．冷麓，後に工堀閉鎖，食料，気仙沼市）
山一漁業冷凍工場(1955,A,製氷・冷凍．冷蔵，食料‘気仙沼市）

気仙沼港製氷冷蔵内の脇工場(1956,A冷凍．冷溌．製氷， 食料．凱仙沼市）
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宮城北洋水産公社(1955, A,冷凍・製氷，食料．塩釜市）
橋本産業塩釜工場(1956,B,豆炭・煉炭，石油・石瑛，東京都）
東北造船(I958,E,鋼船，輸送，塩釜市）

ソニー仙台(1954,G,フェライト磁気テープ,後にソニーマグネプロダクツ㈱に社名変更電気，
多賀城市）

東北電気製造(I959,E,柱上変圧器電機．多賀城市）

東北アセチレン仙台兀場(1959,A溶解アセチレン，化・歌，東京都）
日本酸素仙台第二工場(1959.A,溶解アセチレン．後に流通センターに変更．化学Ⅲ東京都）

佐藤造機(|959, E, トラクター．後に三菱農機卿山台事業所へ，機械．多賀城市）
福岡製紙仙台事業部(1959,C､段ボール箱．後に合併し本州製紙(榊へ，パルプ．紙，棉岡市）

三徳化学(1956,A,過酸化水素，化学Ⅲ宮城町）
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京都）

こどもわた仙台支店(1957, B、製綿，繊維，東京都）
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図 3の①1%0年代における宮城県の立地工
（広域仙南圏）

尚描縫装工業七ヶ宿工場(1969, B,ブラジャー・ガードル．婦人用肌荷，後に1蝿|洲錐,"1li,
東京都）
北越ヒユーム補職王工鳩(1965, B, ゴング1ノート二次製品，窯業．土石Ⅲ仙台市）
東邦ヒューム椿蔵王工蝿(1966, A．セメント二次製品，窯業．土石，仙台市）
東京時計製造村田工場(1962, F, 目覚時計，後に東京時計㈱へ譲渡，精密．川崎市）
矢lll I業仙南工場(1964,A鉄骨橋梁，後に工場閉鎖，金属，郡111市）
仙南ニット (1965, B,セーター．繊維，村出町）
中央製作所(1964,D. カセットテープ・テープレコーダー巻取加工，後に中央芯気㈱に社潴変更，
庄司電観大河原工場(1966,A． トランス用ボビン，電機．東京都） 電機,"理町）
lljl論ケンコーハム東北]"(1965, B,ハム・ソーセージ．ベーコン，食料，東京都）
中央製作所大河原工場(1967,B,発振トランス，電機，亘理町）
大竹メリヤス大河原工場(1967,Aメリヤス，繊維，福島県）
丸商衣料(1967,D､ j･供醗製服，後に宮城丸高㈱に社名変更，衣服．大河原町）
片木化成東北:["(1969,A,プラスチック成型加工，その他，大阪府）
第一蝶i製作所(1969.A事務機の部品．電子機器の部品，後に柴田町へ移転，金鵬，東康部）
特殊コンクリートエ法船岡工場(1961,C， コンク'ノート ・ブロック，窯業．好T, {IIIfr' li)
三東化~iを工業(1962, B、 PCP乳剤，化学，柴冊町）
東海商熱工業仙台工場(1964,C,電子Iul路部占占，電機，東京都）
東北シバテン(1968､ D,小型ビデオテープレコーダー,後に日立電子(榊に社詔変更，芯機, LIUj[")
ギンザ製菓(1967,AⅢ典子，食料，柴｢II町）
東北'ノコ- ( |968, G, OA機器，機械，柴田町）
明電工業(1968, A．魎線，後に東北明電(網仙台工場に社名変更Ⅲ非鉄，東京郡）
山崎製パン仙台工場(1968, G,パン・和菓子・洋菓子，食料，東京都）
l l l l 1星商店仙台工場(1968, A,パンの包装紙，紙．パルプ．千葉県）
古川工業(1968,A,配岻盤Ⅲ電機，仙台市）
丸高衣料(1965, A．子供既製服，後に工場閉鎖，衣服，大阪市）
丸幸メリヤス角|Ⅱ工塒, 1965, B, ワンピース．セーター，後に工場閉鎖，繊維，隔烏県）
大安工業所角旧工場(1968'C、 自動車部品，輸送，神奈lli県）
レナウン角川工場(1968, C、 メ ‘ノヤスセーター，繊維，東京都）
アルプス電気角田事業所( |968, F,テレビ用チューナー，電機，東京都）
東京報知機(1969, B,火災蠅知器，後にホーチキ㈱角田工場に社名変更Ⅲ祗機，東京部）
錦ブラシ工業(1969,A,各械ブラシ，後に㈱錦仙台工場に社名変更， その他Ⅲ 東京都）
京浜精機製作所角田工場(1969, G, 自動車用及び汎用気化器輸送川崎市）
成和産業丸森工場(1964,A, トランジスタラジオ部品Ⅲ電機，東京都）
大竹メリヤス金1 1｣工場(1966, A, メ ‘ノヤスセーター，後に工場閉鎖，繊維，禰島市）
て1罵屋木材丸森工場(1967,C,チップ，木材・木製品，仙台市）
ツカサエ業(1968､B扇風機部品，後に工場閉鎖，電機， 日立市）
杉浦製作所向石[場(1962､ C, メリヤス針，機械，東京都）
不二コンクリートエ業白石工場(1963,Aコンクリートブロック，後に工場閉鎖，窯業．土石．
岩出山町）
商檎縫製工業F1石工場(1962,C,ブラジャー．ガードル．婦人下着，後に白石ソーイング㈱r1石
石工場に社名変更，衣服，東京都）
白石沖電気(1964,D,各樋防災機器・テープレコーダー部品，後にセコムエ業㈱に社名変更，電
機，東京都）
白石食品蔵本工場(1967, B, はるさめ，乾鞠，食料．東京都）
槙本製作所(1968, A,精帝プレス・金属プレス加工，後に㈱クラリオン精機白石工場に社箔変更，
金属，東京都）
恵盛木材白石工場(1969, A、チップ，後に工場閉鎖，木材．木製品，帯広市）
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図－3の②1960年代における宮城県の立地工嶋(広域仙台都市圏）

~~r&|職ｲ灘噛附帯}ﾌﾅ'一大蝿適jⅡ正､後‘こT：
~~~~|斉藤製作所愛子工場(1962.B､鉄骨，後に工場閉鎖，金属，
~~~~|仙台市）

~可惑熱輯I鯛無鴛‘

|

グンポ-(1968,B, レインコート，後に(棚松島洋装に社fi変更，衣服，鳴瀬町）
十全瘤会塩釜 L"(1961, A,亜炭・煉炭， イi油．イi炭，大阪市）
日本配合飼料塩釜工鳩(1963, B,配合飼料，食料．東京都）
青木淘事塩釜工場(1966,A,辿具材一般材，後に工場閉鍼，木材・木製品↑仙古市）
掴戸金脈鉄工所多賀城 [場(1960.B,スチールサッシ・シャッタードア，縦にエノト金概㈱に社名変
東洋刃物多賀城 [場(1963.D, [業用機幟刃物,金蝿,仙台市） 更'金属，多賀峨市）
九州製罐仙台工嶋(1961,D,罐狛剛蜜蝋後に大和製噸株)仙台正場に社渦変更，金属．東京部）
東北フィルターエ業(1965, D, たばこフィルター， その他， 多賀城市）
仙台化成(1967,A, 発泡スチロール製IM,, その他， 多賀城市）
ミツウロコ仙台工場(1961, A,煉炭‘豆炭，後に工蝿閉鋼，石油・石炭，東京都）
東洋製罐仙台工場(1960. E,趨結用空罐，後に仙台港へ移転，金属↑東京都）
東踊興業仙台工期(1960, C,段ボール砺，パルプ・紙，大阪市）
土井鉄工所苦竹工場(1961 , E,鉄骨，後に岩沼工堀に統合，金属，仙台市）
通研電気工業(1961, A, 打線埴気機器，麺機，仙台市）
雪印乳業仙台工場(1961.C.乳製1W,，食料，札幌市）
大洋漁業仙台食IYI工場(1961､C,魚1A]ハム・ソーセージ．冷凍食LT｣,俵にシーフーズに社名変更， 食
仙台小野ロIレミゴン (1961, A,生コンクリート，謀紫’土稠．仙台市） 科，東京都）
束華否科色素商砂工場(1961, A．淌涼飲料，後に工鳩閉鎖， 食料，仙台市）
丸村木下錦行(1961,A．製綿，後に木下㈱仙台_[蝿に社潴変更，利府町へ移転,繊維，札幌市）
束北大n本印刷(1962, D．プ'ノントボード，出版，印刷．仙台市）
東北協和カーボン (1962, D, *-ボン砿樹迩解抜，後に大郷町へ移転．窯業．土孑7,仙台市）
太H l機械製作所(1963, B､ ｸﾗﾌｼﾍ,-.後に岩沼市に工期移転,機械,仙台市）
北日本荘線第二T場(1963, B,芯線ケーブル．非鉄，仙台市）
仙台紙蓋工業(1963, B，各補ダンポールケース，後に器澗市へ移転，パルプ．紙，仙台』17）
仙台コカ．コーラボトリング( 1963, G,澗涼飲料，食料．仙台市）
カイハツ生コンクリート (1963, A,生コンクリート．潔業・土ｲ i,仙台市）
仙台丸福水産(1965,C.魚類食品加]:、食料，仙台市）
凸版印刷東北半業部(1964, D, 各栩印刷，出版・印刷, MU;て都）

野混鯆兇献,"5A蛤歸粛認E1h鉄轆に慨.蝋il山台市｝
三和油脂仙台工場(1964, A,脱脂糖･食油，食料，天賦市）
瀬'' 1鉄工所仙台工場(1965, A、虹動機版結各杣ポンプ．用地収i1卜のみ．機械， Il l Ij市）
仙台食暉工業(1965, B. アイスクリーム，食料，仙台rli)
扣田化学工業(1966, A. ポリエチレンフィルム， その他，東京都）
愛矢[IBWf迩機仙台工期(1969, A，ガスメーター．椚常↑ 掻古ﾉ篭市）
釜石製材（不明, A#床板・フローリング， 〃l地取ｲ￥のみ．氷材・木製,出，仙台市）
ハニーおたふくわた (1963, B,製綿，後にハニーフアイパー(榊に社名変更,繊維，細l出]市）
今井乳業仙行工場(1963,C, アイスクリーム．インスタントラーメン．後に」二場閉鎖，食料，埼玉県）

雛型蠅仙ﾔ磯‘鱗L細臓串按諜&i珊瀞蝋+､仙台市）
久保田鉄工(1969, A．農機具帷理．機械，大阪府）
名取ソーイングセンター（1969. B，糾|士用ズボン，後に］二蝿l¥ljri,"lli,東jir部）
共栄紙器印刷所仙台工蝿(1965, B, タバコ包装紙，出版．印刷，仙台市）
佐賀工業仙台工場(1963, A,遊支保鯛．金嘱．断111県）
大和ハウスエ薬(1963, A､鉄什jlI工パネル，後に古j l l市に穆転，金属,.大阪市）
東北トーヨーゴム(1955,G, 自励車タイヤ，後に東洋ゴムエ業㈱に社名変更，ゴム，大阪市）
器沼セメントエ業(1964, D,プレハブコンクリートパネル，後に11｣元町へ移転，窯業．土石．瑞沼｢if)
土井産業(1964, B,鉄鈴橘梁，後に東北鉄冊･檎醗へ姫渡，金砿．培沼市）
庄司鉄工所岩沼工場(1964, B、鉄什機椎製作，金属，仙台市）
大昭和パルプ岩沼工喝(1968, F、 クラフトバルプ・新聞用紙，後に大昭和製紙㈱岩沼工埋に社名
変更，パルプ・紙，東京都）
かねもり商事(1967,C、糎共製IT,,後に(榊かねもりに社名変更，衣服，東京都）
東北連投機械販売本社工期(1968, B,述投機織部IT,,機械，器沼市）
1J本防火ライ トエ業東部卒業所(1968,C,防火盤材，窯業．土ｲ1,大阪府）
東邦飲料(1969, C,禰橡飲料，後に岩禰モータースクールへ譲渡．食料，禍晶県）

轆離砿WYi,撫鮨裡世,M'!繩僻間水包紘㈱に社謡変蝿. その他‘大鱗市）
東北紙袋(1966,B!紙袋・ビニール袋・ポリ袋，後に王r製紙㈱仙台工鳩に祉秘変更，パルプ･紙，東
弘進ゴム亘理工埆(1966, C、 ビニール製【Y, 、 その他．仙台市） 京都）
研i 1月社(1967､ A, ｵｲﾙﾚﾝｼ,後に上場閉鎖金屈.仙台市）
北村製作所寓城工蝿(1967, B, プライス銘．柚密'判上旋盤，機械，東京都）

蝋紬蘓艘翻I慨ij 蜘撫･綴･蝕職）
日幸電機製作所坂元事業所(1967,D,サーキッ ｜､ブレーカー, 'fli", IKjif";)

大衡村
世子、．
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ｰーー＝子

F

大和日I 黒川郡
ｌ

麓

Ｉ 皇灘利嗣日

大郷町

つ一なｕ

聿評一

利嗣日I

禽谷可禽谷可宮城同I宮城同I同I

泉叶泉叶泉叶

宮城郡

壼IM~L

宮城郡

壼I蔀~（

郡
ヶ浜町多賀城牡1呆日II

仙台市

軽取市

岩沼市

・カッコの中は，操業f定年，操業f定時の
従東側規模（以 ﾄの区分)，主要製品，備汚
（ない嶋合もある)．業樋本社所在地の順
で並べてある。

・従藁凸硯模は， 以F⑪ように区分した。
A・-･ ･ ･ ‐ l～49人

B・・ ' '叶50～99人

C・・ ' ､ ' ・’帥～199人

p……2帥～299人

1， .…･ ･3帥～4的人

F・…- .5曲～”9人

G・…･ ･1．0帥人以上

亘理日I

亘理郡

川元町



図－3の③1960年代における宮城県の立地工場(広域石巻圏）

東北アループス桃生工場(1968, B, /<!ノコン．電機，東京都）

仙北ニット (1966,B、 メリヤスセーター，後に工場閉鎖，繊維，河北町）

／ 鈴寛永材(1968,A,製材･チップ･プレハブ：後に㈱111大産業に譲渡，木材．木製品，河南町）

鈴木製作所河南工場(1968, A,椚密螺子，金属，東京都）
H晒製作所(1969,C,搬送通偏川コイル,後に宮城日本電気(株)河I櫛工場に社名変更,電機,大和町）一計ゾ/1

桃生町

Ｆ

一

〃
ゴ

ノ

ー

１

Ｊ

Ｆ

■
樟
Ｊ
Ｉ

ｔｌ

用

ｑ

ｒ

ｐ

ｉ

刈北町
雄勝日I

桃生郡
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L■．
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噛瓢町､|宍噌

込女川町
石巻市

ｌ

電

Ｉ

仙台プライウッド石巻工場(1967,C,合板,後に石巻合板㈱へ譲渡,木材．木製品，福島県）
西北ベニヤエ業石巻第1 ・第2工堀(1967, D,合板，木材・木製,7,,東吋〔都）

三洋食,if]石巻工場(1967. B,蛾詰，食料‘静岡県）
十条製紙石巻工場(1968,G,製材オガライト，パルプ．紙，東京都）
111大産業石巻工場(1967, B、製材・チップ，木材．木製品，石巻市）

木村木材石巻工場(1968,A、製材・チップ．木材．木製品，涌谷町）
渡幸石巻工場(1968,A,製材・チップ，木材．木製品，仙台市）
ｲj巻木材(1968~A、製材・チップ．木材・木製品，石巻市）

滴水港飼料(1969, A,配合飼料，食料，膀岡県）

豊檎飼料（不明, B,配合飼料，後に全酪連に譲渡．食料，愛知県）
寓城県経済農業協同組合連合会(1969# D，配合飼料・糖密，食料，仙台市）

京葉飼料(1969, A,配合飼料，後に日消製油に譲渡，食料，千葉県）
蕊和飼料(1969, B、配合飼料，後にアミノ飼料に譲渡，食料，東京都）
東北東ソ一化学(1968, B,熔成燐肥，後に鉄興社と合併，化学，酒lⅡ市）
伊藤製鉄所石巻工場(1969, C,樺鋼，用地取得のみ，鉄鋼東京都）
第一燃料石巻工場(1968､ A,亜炭・煉炭，石油・石炭，姫路市）

府巻パッケージ(1969, C, ダンボール，パルプ．紙，石巻市）
日消製粉（不明．A,配合飼料，後に全酪連に譲渡，食料，東京都）

牡鹿郡
牡鹿町I

謝毒p
、

、、
~、

、、

・カッコの中は､操業予定年，操業r定時の
従業貝規模（以下の区分), 1要製,MI,鰯暦
（ない場合もある)，業神，本社所庇地の噸
で並べてある。

●従葉、規模はザ以下のようにⅨ分した。
A・ ･･ ･ ･ ‐ l～49人

B‐ ･…‐釦～的人

C‐ ､ . ‘ ~･'帥～l騨人

、…--.2“～2的人

E…-- .3m～4醐人

F…-- .5“－999人

G……1.0仙人11t

猛士製作所東北工場(1966, A, 自動車チェーン，金属，東京都）

石巻カイハツ生コンクリート, (1969, A,生コンクリート，窯業．土石．矢本町）
北越ヒユーム管矢本工場(1967,A．ゴンクリートプロツク．ヒユーム管Ⅲ窯業．土石，仙台市）



図－3の④1960年代における宮城県の立地工喝(広域大崎圏）

ミツボシ縫製加美工場(1968, E,作業服，衣服，東京都）

早坂袖密工場(1962, B, タップ・ダイス，機械，中新田町）

東北東洋地中新II1工場(1964, F, トランジスタ，電機，東京都）
ムサシ編物宮城工場(1967, A, メリヤスセーター．繊維，東京都）

スターボツクス (1964, B, スピーカー，後に豊栄電子㈱へ譲渡，電機，東京都）
東北東光一栗工場(1964, A､中間周波変成器，電機，岩出山町）

東北東光岩出山工鳴( |966, E,中間周波変成器，電機岩出山町）

墨旧金屈(1968, A,発泡スチロール製品,後に墨川工業㈱東北工場に社名変更,その他,東京都）

昭和工業(1963,B,肥飼料用紙袋，後に大昭和紙工製造㈱へ譲渡，パルプ.紙，沼津市）
東北アルプス古川工場( |964,G, エアバリコン・ラジオスイツチ，電機，東京都）
宮城県くみあい飼料(1965, B,飼料，食料，古川市）
宮城パイル古川工場(1965, A, コンクリートパイル．後に工場閉鎖，窯業． 上石，仙台市）

東北ボンピー古川工場(1966, A,乳幼児服，衣服，東京都）
大昭和紙工製造(1966, B､小型角底袋．後に大昭和紙工産業に社名変更．パルプ.紙，冨士市）

仙北生ゴン (1966,A,生コンクリート．窯業．土石，古川市）
寓城シマダヤ(1967, C,麺類，食料，古川市）
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日本ケミカルコンデンサー宮城工場( |966, FⅢ電解コンデン筑後に日本ケミコン㈱に社名変更，

電機，東京都）
弘済被服川尻工場(1967, C,作業服，東京都）

東北アルプス涌谷工場(1968, G,バリコン， ボリウム，電気，東京都）

クミアイ化学工業小牛III工場(1962, A,農薬化学，東京都）

東北井上護謨工業小牛田工場(1964,C, 自動車チューブ・ トランジスタラジオケース．ゴム，小
牛卜H町）
東北イハラ建材(1965, A,木毛セメント，後にイハラ建成工業㈱に社名変更，木材．木製品Ⅲ小
牛田町）

商畑縫製(1967, B, スラックス，後にタカハタ㈱,j､牛田工場に社名変更，衣服，東京都）
共和ゴンクリートエ業仙北正場(1967,A．河川用護岸用コンクリートブロックⅢ窯業.土石. キlj晃市）

fⅡ模繊維工業松[ll工場(1968, B,作業服・幸生服・蹄人服，後に工場閉鎖，衣服．東京都）

ピノチオエ業東北工賜(1968, C,子供服，東京都）

佐川被服工業(1967#C,紳｣:服，後に(株准閉三本木[場へ社名変更，衣服，東京都）

東北東洋通循小野H1工場(1964, C, トランジスタラジオ，後に工場閉鎖，竜機，東京都）

需帯
""｢ ;. ffk,

ﾉ、<…卿! ，
櫛嘩ﾛI

･カプコの中は，操業予定年，操粟予走時の
従案、規模（以下の区分)．主嬰製出,，鯛滑
（ない場合もある)．業柚．本社所在地の噸
で並べてある。

・従栗日硯椣は‘ 11W〕ように区分した。
A･ --… 1－49人

R･ ･…・帥～的A

C･ -．…l帥－199人

D, ･･ , , ･2脚～2弱人

E･ -…-3帥～499人

Ｆ
Ｇ

5脚～999人

1-0帥人以 &



図－3の⑤1960年代における宮城県の立地工嶋（広域栗原圏）

深尾雌線製造(1967. A,巻線，後に(剛メカI業へ譲渡．非鉄，東求都）

カナメ地‘没[業宮城工期(1967, A、廸築川鉄|~1.,後に工場閉鱗．念偶．埼|ﾐ県）
佐々木満聯( 1966, B,蜥人111夜汁，後にモガミ服装へ譲渡，衣服．栗駒町）

一一一一ｲ…flX(1966, A, 1壷きず翼'-訶封部IW,,"i≦’鵡川蹴聡辿町’

＝～{大洋芯j'一噸業(1966. A. トランジスタラジオlllバリコン'後にIJHI¥l",電機･東京都
一 一~

）

若柳瞳「･ 1:"(1967, C, ラジオ・テレビ川変b虻器，屯機，若柳町）
東北井上議驍工業若柳工場( 1969, E, 自転車用チューブ.合成樹脂製品，ゴム，小 田町）

｢一一{蝿縦蝋捌l蛎判鮒鮭|錨|臘灘糊’
－－－柵蝿盤慨I棚，鱈鍜鴬瀞附W腿'丈IⅢ，繁航町）

Ｉ

ご

Ｉ

茸

中川メリヤス1ﾕ業寓峨["(1967,B,肌箭･セーター,後にH本f

明論飼料瀬啼T"(1968. A、乳牛lil飼料，食料，東求郁）
111IY]製造(柵へ譲渡,繊維， llIIMi)

Wftitフーズ締肖水工瑚(1962,B, アイスク‘ノーム，後に工場移転，食料，仙台市）

東北アルプス高満水工鳩(1964, C.バリコン，地機，東京都）
ミカサパ-.j/ (1968､ B, ラジオ． イヤホーンジャック．後に東北1I1通㈱役立，電機． ifliil1l水町）

●カソゴ

従業【l
（ない

で並べ

・従菓n
A

H

C

I〕

E

大元電子工業一迫工場( |965, E, トランジスタラジオ組立，後に工場閉鎖，電機、－
東洋基板工業(1967, A．プリント韮板，後に大火電f産業㈱柳ノ日工塒に社名変更，

都）

宮城縫製一迫工場(1967, C、紳士服・端人l1li,後に六三四堂へ鰻渡，衣服，東京都）

迫町）

迩凱， 味〔京

Ｆ
Ｇ

5〔K}～9”人

I．(H、人以上



図－3の⑥1妬0年代における宮城県の立地工場
（広域気仙沼・本吉圏，広域登米圏）

『

東北東洋通緬(1966, D, トランジスタラジオ組立，後に工場閉鎖，電機，東軍都）

｛
レナウンルック中田|君場(1968. C,婦人服，衣服，東京都）

東北千代I I1 (1968, A, カットコア，電機，東京都）

~~1月桑町

弧仙榊I
宝幸水唯気仙沼工場(1960,C,鐺詰・冷凍尚占，食料，東京都）

武11]鉄工所松岩工場(1965,A船舶用燃料油槽タンク．船舶用漁播金具，後に工場閉鎖，金属，
気仙沼市）

カイハツ生コン気仙沼工場(1967, A,生コンクリート．窯業．土木，八戸市）己
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岩沼七メント[葉志津川Ⅲ場(1962. A． コンクリート杭，後にT場閉鎖，窯業．土石，岩沼市）

迩米雌｢･ (1968, B,ボリューム．電機，川崎市）

福岡繊維工業(1968, C、紳士ズボン，後に工場閉鎖，衣服，東京都）

佐轆被服米l l1工場(1967, A．作業服・製服，後に佐藤産業㈱に社名変更Ⅲ衣服，東京都）Dかン．の中は，操粟f定年．操業f定時の
従業凸規模（11下の区分), I嬰製〃』，儲仔
（ない瑚合もある)，業樒，本祉所碓也の噸
で並べてある。

、従粟11俎恨は， l].FのようにⅨ介した。
A､“･･ ･ 1～49人

H･”｡ , . 50－99人

C･…･ ･I帥～199人

D…-- .2帥～299人

E､“･ ． '3帥～499人

F…｡ ､ ･5㈹～999人

G,“｡ , ,1,0岬人11t



図－4の①1970年代における宮城県の立地工喝（広域仙南圏）

熊谷製作所(1970, B,f-ルベアリング，工場閉鎖，機械東京都）
東北中谷( |971 , F,プラスチック成型品・レンズ加工， その他↑川崎町）

蔵王松田(1971. B,金型・冷具・プレス加[,機椎．蔵王町）

白石物産商邸(1977,C,識鐘，食料．白禰市）

マルエヌ製作所宮城工場(1979,B, カーク---7-- ･ヒーター,後に(閉蔵王ニゴンヘ譲漉,機械↑東京都）
東北デイツク (1978, A,接糠用縮合系樹服，化学，蔵王町）
斉藤鉄工所(1976､ A， 自動!撒部品鍛造，後に(前蔵王製作所へ譲渡．輸送，川崎市）

スヤマサッシエ業仙台工場(1970,C. スチールドア・アルミサッシ，金鵬，神奈川県）
大昭工業(1971, B, ステンレス流し台， タイショー仙台工場に社名変更，家具，東京都）

日鉄金属加工(1970, A、鋼製型枠，後に合併により日鉄遮材工業㈱となる，金属，東京部）

澗州メタル仙台工場(1970,A,鋼製型枠，金属，東京都）
石橋刷f製造東北工場(1970. A,洗車・油掃用ブラシ， その他Ⅲ東京都）

東京ダイヤモンドエ具製作所仙台工場(1972, C, ダイヤモンド砥石・ダイヤモンドドレンサー，
機械，東京都）
第一電工仙台工塙(1977, E,塩化ビニール電線，非鉄，東京都）

アルナエ機（不HM, B, アルミウインド・ ドア，後に安西姐謝株)に譲渡，金腱，尼崎市）
東京鍛工所宮城工場( |975, E, 自動車鍛造品，鉄鋼，東京都）

大王段ボール(1973, A，段ボール，パルプ・紙，山形市）

東北三和鋼器(1970, D．鉄塔・鉄柱．金屈，柴田町）

北日本電線船岡工場(1970, C、通信ケーブル，非鉄．仙台市）

昭和電線麺撹仙台工場(1972,C,裸線・電線ケーブル，非鉄，川崎市）

東北大江工業(1972, D,化粧機械装識，機械，柴田町）
仙台森紙業柴田事業所(1973, A, ダンボール．パルプ・紙，京都市）
昭和線材加工(1978,A.ベフコーア．非鉄，川崎市）

柴田鮮魚冷凍食品工場(1979,A,PCパイル，食料，柴III町）

東京セメントエ業仙台工蝿(1972, B,過路用コンクリート製品，窯業・土石，東京都）
大山ブロー工業仙台工賜(1972# B,家庭FWプラスチック製品，その他，大阪府）

佐藤合金鋳造所角田工所(1972, A,砲金製・バルブコツク．機械．東jK部）
京浜ウオルブロ-(1973,C,キヤプレター． 1981年に㈱ウオルプロファーイースト宮城工場に社
名変更．機械，川崎市）

京浜気化器(1974,F,気化器，輸送，角田市）

窟土工(1970,D, スチール家具，後に工場閉鎖，家具Ⅲ東京都）
本村光機（不明．c， カメラ用レンズ，後にトックベアリング㈱へ譲渡，梢密，東京都）
内田製作所(1973,A. キャプレター，後に㈱ウチダに組織変更．輸送，川崎市）
トックベアリング（不明,B@テルリンベアリング;後に㈱京浜精機製作所に狼渡，機械．東京都）

東北アツギ白石事務所(I970,F, シームレスストッキング，繊維東京都）

ソニー白石セミコンダクター (1970, EⅢハイプリットIC,電機，白石市）
青木製作所寓城工場(1972, A, 自動車用部品，輸送，川崎市）

サンヨー食品(1973, B, インスタントラーメン，後に太平食品工業㈱東北工場へ社塙変更，食料，
前橘市）

ミヤギタノイ (1973. B, タップ・ダイス．機械，東京都）
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図－4の②1970年代における宮域県の立地工場

（広域仙台都市圏）

宮城日本電気(1974,F,搬送電諸装迩，電機，大和町）
守屋木材大衡工塩(1970,F,チップ，木材・木製品，仙台市）
池田鉄工仙台 I二場(1971, C、 フライス盤，ラジアルボール盤、機械．東京都）
旭コンクリートエ業仙台l:"(1971, B、 コンクリートブロック・コンクリートパイル．窯業・土
石，東京都）
帝国コンクリート仙台I:"(1973, B， ヒューム符-U字フリュームPO笹，潔業。f石，東京都）
日本持殊調（不明,D,鋳造磁石・フェライト ．磁石応用機器，用地取得のみ．鉄鋼， 秘占曙市）
仙台東洋産業(1973, A, 自動'liリングギア，輸送，大衡村）
東洋刃物滞谷工場(1970, C,工業用刃物，金風，仙台市）
東北ライ ト製作所(1973,C,カメラ部品．交換レンズ,後に近蕪シルバニア㈱と合併，梢帝，東京都）
池田コンクリート工業( 1972, E, コンクリートヒューム管，窯業．土石．千葉県）

筈洲總壬案悌螂醐己豊瀞#鰄舗鋤,､患籠蝿渡I山畠麗仙台市）
ドリームベット （不lljl , B,マットレス，墹地取件のみ，家具，塵島市）
東洋ﾒﾉ物(1974, A,合板用刃物・製紙パルプ川刃物，金屈，仙台市）
束北金門仙台工場(1970, B,水道メーター・ガスメーター，後に東北金|''1㈱となる，袖帝．東京都）
トーキン岻子(1970, C!氾憶装謎H1部品，電機．泉市）
東北石油( |971 , E,石油・ガソリン・LPG,石油・石炭，仙台市）
弘進ゴム (1970, D,革靴，皮革, flll台市）
今野工業所(1972, D, プラスチック金型．プレス用金属．プレスⅢ Iニ ー般，後に今野袖［㈱に社

臓溌峨側纈!}馳流通"Ⅱ 1:〃未操業鉄鋼東京祁）
吾嬬製鋼所仙台製造所( |973, E,綿材・小棒，鉄鋼，東京都）
lli崎製鉄(1974, A,鉄鋼流通力II[,鉄鋼，神戸市）
藤沢製鋼(1974, C,搾鋼，鉄鋼，仙台市）
北越ヒユーム管南方工期(1974, Aツヒユーム杵．諜業．上石． 1111台'li)
斬口卒製鉄（不明．八，鋼材，未操業，鉄鍋東京都）
日鉄建材仙台製造所(1976, C,鋼祷．鉄鋼、東京部）
サッポロビール仙台工場(1971. C， ビール．食料、東京都）
三共(1970, A,農薬，化学，東京郁）
松下電器産業ラジオ事業部仙台工場( |974, F,テープレコーダー，後に松下電器産業㈱ゼネラル
オーディオに社名変更，電機，大阪府）
仙台ニコン(I973,F,光学レンズ・カメラ，精密，東京都）
サンヨー食品（不HM, C,即席ラーメン， Ar地を取り消し「lイi'lf郡山田地へ移転，食料, lil播市）
東北中l I Iパイルヒユーーム答工業(1970, B、パイル・ヒユーム済，窯業．上イi，岩沼ili)
須田鉄［所岩沼工場(1970, A,マンホール鉄蓋．機掛鋳物水|'1機器，金楓，仙台市）
角弘サッシ工業〈1970, A．鋼材フレーム・鉄ﾙｹの一・次二次加工． 1975年ifl弘サッシ(柚に社名変更，
金属，渚沼I IT)
文化シャッター仙台["(1970, A, シ ヤツター、金属,*Jirflj)
仙台紙j'il,I:業岩沼工瑚(1971,B， ダンボール函，パルプ．紙，仙台市）
東洋木材企業(1974, A．ダンボール，パルプ．紙，小樽市）
大昭和ユニボード (1973, C,パーティクルボード, 1983flﾐ人昭和製紙(株)堀‘｝狼［場に祉箔変更．木
材、木製IY! 、東京都）

蹴篭織織職蝋縫弗鴦麟鯏
仙台鋳鋼所岩沼工場(1978, B,鋳鋼●後に工嶋閉錨，鉄鋼, 1[11台市）
佐伯鉄]: (1979,A,砕石プラント機械，機械，仙台市）
浦山鉄I (1979, A,亜軽量鉄骨識『汁施工，後に工場閉鑛,金嘱, fl11台巾）
日本パーカーライジング(1978, A,鉄鋼熱処瑚"l1 [,金刷，束｣irfli)
竹沢金網岩沼工場(1979. A,金網，金属，仙台市）
斉栄鉄工所岩沼工嶋(1979, A，鉄'冊組,f,後に1乱賜閉鎖，金帆，仙台市）
ダイシン熱学(1979, A,鉄'fi-組 'TE,金属，仙台市）
入船堂(1971, A, 米菜，後に(榊束伸輔工へ譲渡，食料．H蝿町）
東日本ハイム製作所(1976, A'七キスイハイム．その他，亘理町）
今野工業所(1972,D.プラスチック金型･ﾌﾚｽ1il金屈.ﾌﾚｽ"Ⅱ工一般，後に今野補工(柵に社名変
更，機械，仙台市）
昭和細線工業(1973, A,マグネットワイヤ，非鉄，東京郁）
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図－4の③ 1970年代における宮城県の立地工喝

（広域石巻囲）

束北デニム[X(1970" B, ジーパンⅢ後に東北ピツグストンL業㈱に社拓変更,"lli, III'l"I)

I11I版段ボール汽城TjfI (1975. B,段ボール，パルプ．紙，車京都）

近鯉シルバニアipI北["(1973. D.映写川噛球，趣機．東京都）

イタバシニソト (1972､ A, 各蠅ニット 'ラエア，後に北上ニット(枕)へ．繊維，北｣堂田I)

~

協1両l飼料ｲi¥1:場( 1975. C,配合飼料．食料，横浜Ili)

昭和産粟(1976, A,配合飼料，食料，東京都）
鈴木鉄｣i (1970,C,油11擬皆，後にH本通迩㈱へ部譲渡，機械， イj巻,li)

燈国酪農農業脇1両l組合連合会(1977,A,乳牛用配合飼料，食料，東京都）
Iﾋ崎製瑞ｲi巻["( 1970, A,軽l,t形鯛，後に㈱撫士カオリンL業へ部擬渡，命偶, 1ご鏑jli)
111画造船鉄｣所(1971, 1)．船舶製造，輸送． fi巻市）
今野鉄鋼所(1972, A,鉄鋼堆築材・鋼材，後に打巻海朧運送へ，金囑，石巻市）

｢1本モリフ'デン （不III1,B, ミ酸化モリフ'デン・亜硫酸ソーダ，後にlfq北ベニヤI業に敷地を鰻漉，
非鉄， 東京郁）

アミノ飼料IJE(1973, A,配合飼料，後に〃+藤忠飼押榊(i巻l君場へ社箔変更， 食料，撒嫉'II)
西北ベニヤ1業子i巻輔二工場(1973, C,堆築川合根，木材・木製IWI,東京都）
石巻合板(1973, E,建築用合板，後に石巻合板工業㈱に社名変更，木材．木製品Ⅲ石巻市）

ｲi巻木材(1973, A, 雌築ll1木材皇次jilL, 木材・木製!W,, イj巻市）

木村木材(1973, A､ 建築川木材二次"111, 木材・木製IW, ,棚芥川）
カタミルク (1974, A, 製紙lliパウダー， 駕業・士石，埼玉県）

千代川建材｣業（イくIIII, B, イ『こう蝋材， 川地取得のみ，窯業･ IE¥f, 1'qI I '|ini)

＝玉井物産(1976, A,配合飼料・副原料，後に棉栄肥料に部譲渡Ⅲ 食料， 束求部）
隔栄肥料(1974, A' li"･無機混合肥料， 化･1をⅢ尼崎市）

ｲi巻金剛コルメツト IM(1975. A、 軸'受，機械，神奈II1県）
斉武商l,li (1975, A,金偶加I,金嘱， イi巻Ili)
H柵製油(1976, A, 食料品． 食料．東京都）

東海カーボン石巻T:"(1978, A, fJ-ポンブラゾク，東京都）

北日本飼料(1977, A,配合涜料， 食料､ ¥i巻市）
火傭産業(1979, A, 墓石，窯業･ l:石， イi巻市）
西北ベニヤ｣業（不明，c， フ･扉イバーボード， 木材・木製IY]．東京都）

111大堆業(1973, A,建築川木材里次川_I． 木材・木製品Ⅲ iuI北町）
三陸木材塩揺一本松工場(1974, B.製材フローリング，後に工場閉鎖，木材・木製品．東京都）
H本農産工業塩釜工場(1970, B.配合涜料． 食料．神奈川県）
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で並べてある。

・従藁仙硯佃ぱ‘ 11下<nように区分した
A･ ~･… l～49人

H･ -…‐釦～的メ、

C,･･ , , ｡l帥－1的人

［〕-．…-2Ⅸ〕～2的人

I弔一 ･…3“～4的人

寓城サンヨーソーイング(1970､ C,蹄人服・レインコート，衣服，大阪府）

石川東京卒店矢本工場(1975,A, 大型紙撰，パルプ・紙，神戸市）

5〔X〕～9醐人

l‘O帥人以&
Ｆ
Ｇ



図－4の④1970年における宮域県の立地工喝

（広域大崎圏）

宮崎工業(1973, C,輸送機器用パツキン，輸送．桝崎町）
東北グリコ乳業(1978, B,牛乳・加工乳，食料，寓崎町）

京都化成工業東北工場(1978, A, プリン用スプーン， その他，尼崎市）
束邦コンクリートエ業(1979, A, PCパイル，窯業．土石，中新田町）

日東電気工業東北工場(1977, B,一般l1lテープ・電気絶縁テープ， その他，大阪府）

グリゴ仙台アイスクリーム (1971,B, アイスクリーム．食料，中新田町）

小沢コンクリートエ業宮城工場(1972, A､小沢ポラコン・コンクリート二次製品，窯業．土石，
東京都）

オリエンタルコンクリート東北工場(1976, A, コンク1ノート橋桁，窯業．土石．東京都）
三和合成(1973,A,苗床支柱のポリスポーク．野菜出荷用かご，後に昭和培土㈱に社名変更， そ
の他，東京都）

加美縫製(1973, C,紳士服．衣服． 中新旧町）

エピスグラスロッド宮城工場(1975, B、釣竿，後に工場閉鎖， その他，中新田町）

三共シャッター(1976, B, シャッター，ササキューシャッター㈱中新田工場へ社名変更，金属Ⅲ
仙台市）

東洋紡績菖城工場(1976, C,綿糸，繊維，大阪市）

日本マシナリー(1973, A, エムプロイタリールース機部品，機械，埼玉県）
古川興業宮城工場(1971, C, カシミロン糸Ⅲ繊維． 名古屋市）
大和ハウスエ業( I974, E,軽量鉄骨系プレハブ住宅建築材料，金属，大阪市）

ヤンマー農機(1977, C,農業機械，機械， 大阪市）

古川エヌデーケー(1976､ F,水晶振動子Ⅲ迩機，古川市）
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主撚蔑
、 〔国華建材工業(1973, A、 コンクリートパイプ，後に工塒閉鎖，窯業・土石，宇都窩市）

東北アルプス'1,牛田工場(1974,C, FMチューナ，埴機，東京都）

[1本高圧コンクリート東北工場(1974,C,軌過スラブ． ・ヒューム答，窯業・士石，札幌市）

大成工業南郷工場(1973, A,紳＋州ニット外衣，衣服，大阪市）

東京リトレッド仙台工場(1976, A,更生タイヤ，ゴム，埼玉県）
正和工業(1977, A,鉄骨加工，金属．鹿島台町）

蠅伽命■I

cかン。の中は，操業子
従業凸規模（以下の区ゴ
（ない瑚合もある)，粟
で遊べてある。

●従藁11晩根は， lJ･Fのよ
A･…･ ’ 1－49人

11…一･ ･艶～99人

C…-- .1脚～199人

、･ ･ ･ 〒･ ･2旧)～299ノ 、

古田工業東北工場(1974, F,アルミ建材， 金属，東京都）

大富製作所（不明, C, モーター減速変速機Ⅲ 川地取得のみ，機械，東京都）

大鉄工業(1971, B､冶具部品加工，後に工場閉鎖，機械，和歌山県）
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図－4の⑤1970年代における宮域県の立地工場(広域栗原圏）

菌士機械工業(1971, A, タイミングプーリー
栗駒趣r≦ (1972, D, ロータリスイッチ，通機．

国松工業宮城]"(1974, C# ｢IIWJ 1li用シート，

工作儲械・糖密＃

栗駒町）

家具，東京都）

〔京都

大成工業宮城工場(1973, C,冷暇用バルブ．機械，東京都）
H[n鉄工所東北工場(1973, A, 1'I勤耶用鍛造品Ⅲ鉄鋼，横浜市）

ビデオマグネ(1973, B, フェライト応川i部品，芯機，鴬沢町）

東北デニムエ業(1972, C, ジーパン，後に東北ビツグストンエ業㈱金成工場に社名変更， 衣服Ⅲ
東京都）
松崎真窄被服金成I"(1975, C, jflﾘ蝉1’唾被膜，窯業・ ’二滴，東京都）

・垂、

光陽メリヤス築館工場(1971, C,紳士セーター・ポロシャツ・婦人水着，衣服，神奈川県）
青葉通信｣業(1973. A．通信機用コイル，後に工場閉鎖電機．仙台市）
田申工業（不明, E,通信機等板金,用地取得のみ，金属，東京都）
東部建鉄東北I"(1979, A, ステンレス建具，金属，埼玉県）
昭和工業寓城｣:場(1979. A、 コンクリート二次製品，窯業･l:石，岐阜県）

三陸フ~j･イバーグヲス蒋柳工場(1972, B、保温筒・断熱材，後にr場閉鎖，窯業．土石，神奈I
東北チュ『ンオー(1973, B,金腐製建材，金侭‘若柳町） 県

高畑縫製(1973, D, ジーパン，後にタカハタ㈱若柳工場に社名変更．衣服，東京都）

志波姫工業(1973, C,硫毛メリヤス・合繊毛混メリヤス系，繊維，東京都）
東北ミヤタエ業(1974, B, rl幡噸部品，輸送．志波姫町）

東北イハラ建材(1970, A、 チップ． その他Ⅲ小牛出町）

東伸金属工業(1970,A,鉱石粉砕川鉄球，金属，瀬峰町）
三星産業瀬鴫["(1971, C,ぬいぐるみ人形， その他，東京都）
鎌倉光機(1973. B、双眼鏡Ⅲ後に工場閉鎖．糀密．埼玉県）
東伸加工（不明, A,製鋼フェンス．後に日本鋼管ライトスチールへ凝渡，金属，東京都）
日本サンドピック製造(1976,C,超硬チップ;後に合併しサンドビック㈱となる．機械，神戸市）

東北伊藤ハム( 1971 , F,ハムソーセージ，食料，高清水町）
宮城パイル商消水工場(1973, B、 コンクリート杭，後に工場閉鎖，窯業．土石．仙台市）
新世フーズ㈱高滴水工場(1977,A,配合飼料．食料，仙台市）
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●カッコの中は．操業予定年，操業下定時の
従業員規模（以下の区分)，主要製品,備考
（ない場合もある)，業穐，本社所在地の順
に並べてある。

・従粟員規模は．以下のように区分した。
A--､ . ．‐ l～49人

B--- . -.駒～的人

C･-. . --1”～199人

D--..-,2脚～299人

E･･叶・ '3町－499八

F､ ．…,5㈹－999人

Gゞ , , ･･ ,1.0脚人以上

陸前太陽(1973, A,枕毛糸・合繊毛混紡糸，繊維． 川口市）
ダイワサイクル( 1973, E, 自転車用フレーム，後に工場閉鎖しクラウン㈱へ譲渡,輸送，東京都
板屋製作所一迫工場(1974, C, カセットハーフ， その他，東京都）

光栄産業(1971, B,子供服，後に工場閉鎖，衣料，埼玉県）



図－4の⑥1970年代における宮城県の立地工喝

（広域気仙沼・本吉圏，広壊登米圏）

東北テレビバーヅエ業( 1971 , E,テレビ部品，後に電気音響㈱東北製作所迫工場に社名変更電
機．迫町）

迫東北リコー製作所(1973､C,マイティチャー，後に迫りゴーに社秘変更，機械，迫町）

一一一

二二一｛
ハミカ (1971,C,光栄機械部品，後に工場閉鋪．袖帝．東京都）

伊藤周本社工場(1974,D.婦人服．衣服，石越町）

スタンレー寓城製作所(1970, C,露出計．輔密，東京都）
サウンドマグネ(I973,F,テープレコーダー用磁石ヘッド，電機中田町）
中111マグネ(1973, C, カラーテレビ用フェライト磁芯，電機，中田町）

フ･'･ンタレーヌ (1971, B,嬬人肌昔，衣服，東和町）
旭洋椚機(1984, B,各樋ケージ．冶具，後に｣茗場閉鎖，機械，東京都）

松川原HII業(1982, B,マグネットコイル，後にエ場閉鎖，芯機, IIU;(都）

府凸日I

気仙沼市

本本iﾔ日I

、’

1
武llI鉄正所(1970, B, H型鋼加工，後に工場附鎖，金屈， 気仙沼市）
イタバシニツト気仙沼工場(1975, B,ニツトウエアー， 衣服，東京都）

ｌ認１
｜ｨi越日 、、
坪．

抄~､:ﾊ,,,,,ﾛ! ‘(,』､
迫町 ｛､、 ′

” 、 1

－． 毎登米郡一｣~
l櫛方目I 、『…_え ザ

蝿緬

東栩可

ﾉｰｰｨ．--'熟耐
本吉郡-竜一

と加川,1－〃
志淋川ニット (1976, C, メリヤス製品，繊維，志津川町）

志撚川レース (1974,A、 レース製舶．ファンデーション類，後にI蝿閉鎖．衣服．志津川町）
東方エレクトロニクス ( |976, E,電子計算機，後に工蝿閉鎖，機械，気仙沼市）

米町

津山日I

ビデオテ･ンク ( 1974,E,カセツトテーズ後にミヤギ．ビデオテツク㈱に社名変更電機，豊里町）

菅野製作所(1970.C, カメラ用三脚．後に解散，梢密，東京都）

大建繊維工業(1972, A,衣料1Y] ．繊維肌KIY,,後にダイケンソーイング東北1吾場に社箔変兜，衣
服．大阪府）

仙北l:"(1974, C, オイルシール， ゴム． I#jﾉﾉ町）
北越ヒューム管南方T場(1974, A, ヒューム椅， 窯業・士子i、仙台Ili)

●カゾコの中[よ，操粟f達年
従葉凸規模（11ﾄの区分)．
（毎い場合もある)，業樫，

【二 ､舵べてある。

操垂f定時の1
t露製I兇．間吟
本社所細也の噸

●虹葉(1晩梗ifL､ 11FのようにIX分I ノ
A~ 〒…． ］～49ノ、

H＋+ ‘ ゞ ++訓)～99人

Cゞゞ ･ ･ ゞゞl〔X)～199ノ、

D･ -…･2〔X)-299人

E・ 〒…･3〔剛－499ノL

F……5〔X〕－999人

G‘ , ･ ･･l U仙人以上



図一

大阪市）

古市）

I基板，寓峨県出

シレータIC，

tJ削加T，金砥，
|台市） 東京都）
都〉
東京都）
11汽市）

東京都）

Ｉ
「
わ
Ｉ 鷺謡火

リコー応用荘 jz研究所（1987, B、電子材*:ﾄ・デバイスの研究開発，誼機，柴ul田I）

聴纈!ji,"!Aj簿難僻や歎鮮僻鮮縦遮､金蝿仙台市）
太[I]樋怯製作所(1982, B,破砕機・選別磯、俊に工嶋閉銅,樋抽, 仙汽市)
共和奄化 ［業（1981， A， アルミ加工業，~金嘱，長野県）

蹄爵辮'糊14~八粥"'"後舗警手擁蝋蕊ﾘi惚蓮川崎市，
エンペロール l:業（1983, A･ パルプ・プレス．旋盤琴の峡泌物品，鉄鋼，仙汽市）
塚lH哩研」己業（1985. A． ツマミ ・プラスチックメッキ製紬，未操業， 金蝿，蛋野蝶）
西木食,Y‘ （1984, A， し1､ルト食品， 食料．仙台市）

太津電 r･槻木工喝（1980, C，電佃通緬機器，電機， 大池I原町）
朝日ダイガストエ業所（1982. A， アルミダイガスト ・亜鉛ダイガスト，非鉄、神奈111県
古jlI1z垂（19B2． E･配電盤頚の函、 19月2年船岡電気工業設立， その他，柴I{1町）
東伸栩’二 （1985, B，金属プレス部凸ﾑ．金蝿， 仙台市）

三ﾒL化挙（1982A．祷剤の補製．化学．村田田｢）
富士通宮城エレクトロニクス（ ’982， F，半導体典梱回路，電擬，村田町）
大塩工業（1985． 郷， ラジカセ一ステレオ・プラスチック部品． 19“年東北大宝(㈱没取．
その他．大阪市）
梱！{1綱鋼（1935. B，金型部“， 欽鋼，大阪市）
大1 1金型製作所(1936, A, プラスチック・射出成形胴金型,金屈， 大阪市)
東邦メッキ （1984. A、亜鉛メッキ・クロムメッキーニッケルメ ~ノキ，金屈，仙台市）
竹内ノ、ガネ商行（1985, A， 金型用調．鉄鋼，東京都）
プラスエンジニア‘jン〆（1934.A･金型部品， 1984年仙台椚蕪(㈱設立，機械，東京都）

エムーセテック （1984, C･ 半尊体製遺機器強砥．電機．東京都）
電子技研（1982. m．点火蓑謹・方161摘示器旧動戻し装謹、輸送＄ frl田市）
柳下椚’二 （1982. A． カセットメカ部品. 、ノレノイド部品，機械， 泉市）
束北乏之惟（1982, C・ ボルト．金嘱．東京都）
三光ダイガスト （1931, B･ キャプレターパーツ．輸送． 罪岡県）
京浜桐機製作所（1982. C， キャプレター部紬・韮ンプ部品，輸送、 1 1 1崎市）

識目鉦'職2ﾀｾ.ﾌ諦批燕:,雛ケ,泙乢電筑. 白石市）
東北金露工築（ 1985， E， セラミック材料・セラミ･ソク応用部品，電機，仙台市）
サングリーン （1985‘ A， 布機質肥料， 食料， 白石市）
人陥金嘱工業（1986, A･砥算機・逓伝機瞳体，金輯, 口石市）

蔵王ニコン （1982° C、測定器・瓢微鏡．柄密．蔵王町）
二光製作所（1986° C･麓体のプレス．機械．埼玉県）
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カッコの中は，操藁r逆年，操藁r定野の
従藁仙岨模（lJ・Fの侭分)、 I畠淫製ITI、飼仔
（ない瑚合もある)，蕊捕、本社所在地の噸
に並べてある。

従婁仙規椣は､ 11下的よう I 学Ⅸ介した小
A弱+〒 ‘ ‘ 1－49A

B……釦～99A
C ゞ++咄Ⅸ)－199人

、， ，…‘2Ⅸ)二-299人

E…･･ ･3㈹－499八

F…･･ ･5“～”9人

G…･- .1.0脚人1,」I
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鋼センター(1985, E,電磁鉄芯，電機，東京都）
1982, A，精密特殊硝子加工．窯業・土石．若柳町）
バー(1985, A,グラスウール製品，窯業．土石，若柳町）
85,A, グラスウール加工．窯業．土石，東京都）
工業(1986, D,超精密金型・プレス加工段び組立，機確，東京
83, B,音響機器，電機，東京都）
, (1984, C,理化学用機器，棺密，武蔵野市）

卜スチール(1982, B,軽量形調加工，未操業，金属Ⅲ東京都）
1986, A,物流金属パレット，金属，豊里町）
, A,プラスチックネームプレ--- I､,･出版,･印刷，東京都）
85,A，エンジニアリングプラスチック． その他．愛知県）

1982, A, テレビ・音響機器部品，電機，東京都）
ン (1981, A,配合飼料，食料，香川県）
協同組合連合会(1982, A,配合飼料， 食料，東京都）
1982, B,鉄筋コンクリート用棒鋼，未操業，鉄鋼，東京都）
82, A,ベレット肥料・配合肥料，未操業．食料．尼崎市）
所(1984, B,プリント配線基盤，電機，横浜市）
工業(1984,A,炭酸カルシウム．カオリンクレー，窯業･I:¥1
85, B, 印刷・出版，東京都）

業(1980, A、発泡スチロール製魚箱．建築用断熱材， その他．
台工場(1980, C,婦人靴，皮革．東京都）

－ト| (1982, B,U字フリューム．ベンチフリューム， 窯業･ l:イ
(1982, B, クッション・テーブルクロス，繊維古lll市）

都）顎 、

帥

覚

り

叫

了

Ｉ

卿

１
１
１
陣
ト
ト
）
一
帥
一
．

１

‐

■

。

ユ

ェ

ｑ

ｒ

イ

ヱ

匙

哨

‘

、1口側

にミミEこ7，‘1““
(萬争殻

‘－， 1 ﾄ
一 J

ノ

~ . ｳ[l ）ミ H1］ 、- ÷－
r

J

｣ ､FFHipl J 色騨■」

ｌ

雷

Ｉ

，東京都）

松l 11町）

i、大衡オ ）

半川繊維工業(1982, B, クッション・テーブルクロス，繊維，古lll市）
東包(1983､ A,段ボール鴎・包装資材． その他，東京都）
阿部電業(1983, A, プラスチック機械加工，電機，東京都）加工，電機，東京

製・プラスチックカ

ウム液・カオリン
スクドライブ・プ

部品， その他，古
電機，東京都）

７

〃

馳
肛
外

京都梢工(1984,A,プラスチック用金型・プラスチック加工，金属， 京都府）
大崎プレスエ業(1984, A,炭酸カルシウム液．カオリンクレー，電機．古ll
ヤマーセ電気(1984, D, フロッピーディスクドライブ．プリント蕊板，電機Ⅲヤマ七電気(1984, D, フロッピーディスクドライブ・プリン 1

I市）
色嚇町）

1ﾘl治合成(1985, B、 プラスチック電気部品， その他，古川市）
アルプス電気(1985, B, ボリューム，電機，東京都）
光和梢工(1986､ A,金型部品，機械，東京都）

●カッコの中は
従業員規模（
（ない堀合も
で並べてある

●従糞ロ規模ば『
A-. . , ,. 1

B-- . . -‐卵

C-- . . --1脚

D…』 ++2脚

E･･ ･ --.3頓）

F･…-.50(）

G･- . . --1-0

1脚

2脚

3〔X)

5“

、操業予定年
11下の区分)，
ある)，業掴，

操業予定時の
主要製品,鏡汚
本社所在地の噸

シアー電気(1985, A, トランス製品， その他，神奈川県）
H本アピリチーズ(1978, A,段ボール箱，パルプ．紙，北海道）
､太子食品工業(1986, A,豆腐・納豆，食料， 青森県三戸町）

〔ラサエ業(1985,B, シリコンウェーハ再生．赤リン．三酸化ホウソ，電機．

以下のように区分したc
～49人

～99人

～199人

～2的人
東京都）
駕業・土石

～4的人

｢小沢コングリートエ業(1982, A．透水コンクリート ・道路用コンクリート，
[ピエール(1982,B,婦人・子供服,後に工場閉鎖Ⅲ衣服，東京都）

，東
京都）

～999人

1－0仙人以上



第3表業種別にみた宮轆県の工嶋立地件数の推移(通産省瞬く）
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(m) l1) 1970～76年の「徴衣」には， 「衣服」 を含む。

12) 1970～76年の「その他」には、 「出版・印刷｣、 「ゴム製IY!｣． 「皮‘鼬を含む。

(3) 1970～76年の「石油・ fi腱」に'よ， 「化.割を含む.

’4） 1970～76年の「木材」には． 「家具」 を含む・

黄科：通産省「工塒立地剣向捌従」より作b虻
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第5表 1980～84年における宮城県の工業出荷額の伸び率( 1 )

娑婆Wb
1980年 1984年

全県の伸び率との比鮫(万IJI) (％）(万円）

士公 計叩乳｡拍 282.876,445 125.8 100.0224,902,201

仙台市

石巻市

塩釜市

古川市

気仙沼市

白石市

名取市

角田市
多賀城市

泉 市

岩沼市

70,120, 193

35,554,905

16,355,487

9,786,214

9,815,225

6,463,420

9,583,719

8,972,360

15,947,071

1,097,614

14,415,062

84.4

104.6

104.7

142.8

94.0

128.0

100.2

1460

102.8

1N.0

87.5

66,028,199

27､021,444

12,417,715

5,449.795

8,305,153

4,012,284

7,607.509

4,887,200

12,333,415

872.872

13,097,041

106.2

131.6

13L7

179.6

118.2

16L2

126.0

183.6

129.3

125.8

110. 1

刈田郡

蔵王町

七ヶ宿町

913, 100

194, 140

1,187,651

296, 146

130.0

152.0

103.3

121.3

柴田郡

大河原町

村田町

柴田町

川崎町

1,526,356

2, ()25,431

8,521,410

770,310

1,963, 123

3,244,872

11,145,512

2.228,425

128.6

160.2

130.8

289.3

102.2

127.3

104.0

230.0

伊貝郡

丸森町 868,292 1,096,608 126.3 l側.4

亘理郡

亘理町

山元町

2.234, 189

1,263,267

2,946,986

1,264,874

131.9

1OO, 1

104.9

79．6

名取郡

秋保町 45,307 101,989 224.4 178.4

城郡

松島

七ヶ浜

宮城

#ll府

宮

町

町

町

町

284.685

154,816

2,124,113

597.847

300, 117

251,494

2,643.354

1,027,544

105.6

163.0

124.4

172.0

84.0

129.4

98.9

136.7

黒川郡

大和町

大郷町

富谷町

大衡村

1, 117,720

697, 127

7(〕7,522

742.374

2,111,379

792,075

831,639

681.568

189.0

113,6

117､5

91.8

150-2

90.3

93．4

73‘0

加美郡

中新田町
小野田町

宮崎町

色麻町

2, 189,798

314,805

780,444

128,079

3,861,295

157,806

1,144,247

311.325

176.4

50.0

146.7

243.0

140.2

39‘7

116.6

193-2

志田郡

松山町

三木木町
131,800

3,111,892

494,733

4,010, 193

１
９

■
士

７

８

７

２

３

１

８

５
５
■

９

２

９

０

２

１

資料：宮城県企画部「宮城県の工業」より作成
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第5衷 1980～84年における宮城県の工業出荷額の伸び率(2）

1980年 1984年

竺土~了冤1(〃円） (万円） (％） 全県の伸び率との比較

志田郡

鹿島台町 173,938 208,257 120.2 95.5

玉造郡

岩出山町

鳴子町
1,549,791

149,380

1,410, 136

137.052

91-O

91．9

３

１

２
３

７

７

遠田郡

湧谷町

田尻町

小牛田町
南郷町

2,369,959

933,494

2,251,256

284,326

4, 184,510

1,898, 180

2,574,269

285,032

176､7

203.4

114．3

100.4

140.5

161.7

90．9

79．8

栗 原町
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若柳
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高渭水

一迫

瀬峯
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金成
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一
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一
ｌ
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ｌ
－
ｊ
－
ｊ
－
ｌ
－
ｊ

田

田

田

岡

田

田

田

1.032,987

1,245,049

568,771

1,607,389

447,429

718,041

2,007,239

269,463

243, 116

53，678

1,971,795

1,395, 151

782,606

1,948,089

757,119

895.574

1,626,654

494, 169

249,628

20,435

191.0

112. 1

137.7

121.2

169.3

124~7

81-0

183.6

102､5

37~7

151.8

89. 1

109.5

96.3

134.6

99. 1

64.4

145.9

81．5

30.0

町
町
村

成
鋤
山

登米郡

迫 町

東和町

中田町
豊里町

登米町

米山町

石越町

南方町
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０
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６
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２
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６
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１

１

曲

Ｐ

甲

甲

１

■
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８
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８

５

１

７

５

３

３

２

８

５

０

８

４

２

７

２

２

４

巾

１

甲

１

１

１

126.8

1062

201､0

146､3

124.7

196､6

81.2

116､5

100.8

84.4

159.8

116.3

99． 1

156-3

64‘5

92．6

桃生郡

河北町

矢本町

雄勝町

河南町

桃生町

鳴瀬町

北上町

1, 134,068

9411430

150,540

1, 161,095

921,724

207,741

97．392

818,618

830,010

148,868

826,065

674,020

112,961

87.719

138､6

113.4

101.4

140.6

136.7

184.8

111,5

110-2

90- l

80.6

111,8

108,7

146-9

88‘6

牡鹿郡

女川町

牡鹿町
3,826,920

309,078

3,524,612

293.22(）

108.6

105.5

86.3

83‘9

本剖
斜
鋤
糖
幟
獅

町

町

町

町

町

Ｉ

ｌ 782,616

425, 154

374,002

386,253

90, 150

473,822

524､736

622,096

246,389

63, 191

165.3

81. 1

60､ 1

156.9

142.9

131-4

64．5

47‐8

124.7

113.6
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第7喪宮城県内の農村地域工業導入猩進地区（ 1 ）

I汁1画（」二葉

用地）面積
、

導入済（含

内定）面禎
、

分譲可能

残面領
、

, i l･l 'l'1 !ill'111

ｨ|ﾐ度 ｜皇体

iK地

年度

操鴬

年度
'lil+|I付箔 lﾅl地鴇 禅 人 企 鴬 ＃1 鴬 極 本社li叶在地

'1 1-
.d lL

lⅡ「

MII

i本木III

i$リ北町

大和町

本木

谷地

間

占| }｜爪難㈱束北K蝿

近鵬シルバニァ㈱ i!MI北｣二賜

商城1 1本.,･II弧㈱大桐l｣､塒

第一樫製パン㈱仙台工場

企鵬製 IY,

噛気機械濁典

電気機械器具

食 料 品

昭46 昭48

46

48

55

昭49

48

49

55

束ji<千代田

東｣細廿111谷

人刺町

東京都大田

575,354

24,062

116,353

575,354

24,062

70,088

46，265

０

０後

占

0

47 膿築館町

町 ・迫町

築

真

館

坂

614,600614,600

25，962

0

14,242

11,720

140,548

106,743

468,961

21, 136

41,246

4,046

1,780

8，548

8,052

211,479

25,029

6，248

30，258

21，206

28,099

"lifI太陽㈱

(榊板雌製作所一迫工蝿

輔一岻工㈱仙台工賜

㈱束ji<殿Llili "門城Ⅲ塒

東北協胤lカーボン㈱

昭和培土㈱梨北工場

オリエンタルコンクリート㈱東北工場

サンキョーシャ~ノター㈱中新II1工場

㈲竹中製作所

小沢コンクリートエ業㈱宮城工鳩

㈱唯子運送仙北営業所

東洋紡績㈱宮城工鳩

ミヤギ・ピデオテ~ソク㈱

大成工鴬㈱宮城工蝿

㈱南lll"TH1ﾘ『 束北工蝿

菅原産業㈱仙北工塒

㈱山武

繊維工業

プラスチノク

非鉄余楓

輸送川機械器具

窯業， 土石製品

窯業， 土石製品

窯業， 土石製,W!

金属製品

余属製紬

窯業， 土石製品

そ の 他

繊維工鴬

電気機械器具

一般機械器具

金属製 IT｣

一般機械器具

木材，木製IY1

一迫町

東駁郁紬川

Kjif｢･代lll

束取祁人出

大郷町

東京都港区

東京千代田

仙台市

中新田町

東京都杉並

仙台市

火阪市

豊照町

衆騏郁大田

横浜市

仙台市

鴬沢町

鞭

嶋

娼

嶋

鰡

蝿

蝸

馳

蛸

蛎

諦

釦

帽

帽

嶋

鞭

弱

48

49

52

50

50

48

52

50

59

47

60

51

49

48

48

48

57

0

0

61,721

0

村1I1北部

沼 辺

束 部

木 伏

旧I 村田町

沼 辺

人郷町

!'』斬出町

140,548

168,464

468,961

197.70(）

ｌ

霞

Ｉ
町

町

lm,000

0

5，443

0

0

0

37,401

蝶 松

'｣、 ［］前

1 I M

町lll lii

島 巡

三ソ橘

211,479

30.472

6，248

30,258

21,206

65，500

町豊【11町

田I 鴬沢町



第7表宮域県内の農村地域工業導入促進地区（2）

計画（工業

用地）面横
、

導入済（含
内定）面禎

、

分凝可能

残面禎
㎡

計画

年歴

画

体

針

擢

立地

年度

操業

年度
市町村名 団地名 導 入 企 業 名

㈱東北そ之描

日東電気｣皇業㈱東北工場

業 樋 本社所注地

丸森町

岩出山町

鹿島台町

桃生町

Ifi郷町

寺 内

宮城平

大舘下

寺 崎

二 郷

町

町

町

町

町

輸送用機械器典

化学工業

丸森町

茨木市

48 49

48

７

２

５

５

85,508

330,000

131,026

59．922

26. 172

43,020

330,00(〕

0

45，944

17,793

8，379

11,636

76,32‘1

37，954

0

42，488

0

131,026

0凸版段ボール㈱宮城工場

東部リトレッド㈱仙台r鳩

正和工業㈱

仙北工鴬㈱

北越ヒューム碑㈱ 「●i方」二場

大橋輔密命型工業㈱南方工塒

バルブ・紙製IY,

ゴム製 IY!

命属製 !',/,

輸送lll機械器具

窯鴬，土ｨi製"1

一般機械器具

EII'i<郁台東

il1 須市

|禍j 郷Ⅲ1

1櫛 ノノ町

仙台市

栗』irl廿田谷

49

48

51

49

49

59

50

50

52

49

49

0

｢*i方町 系図ケ森町 87,960

0

0

23，000

長荷原

吉 山

露

㈹

７

０
７
■

調

鵡
謡 町 米山町

■
可
早
月

１

１

村 田 三丸化学㈱

㈱富士通寓城エレケトロニクス

東邦メッキ㈱村lll正場

仙台梢常㈱

㈱竹内ハガイ､耐if 仙台営業所

東北II迪工㈱

㈱トーキンイ1石

㈱ｶネタシャツ寓城工場

菱成樹脂㈱金成｣二場

東北東亜砿碓鋼センター㈱

東北振興㈱

村田町 化学工業

砿気機械器典

金屈製 IY1

梢密磯械器具

鉄 鋼 業

堪気機械器具

電笂機轆器具

衣服その他繊維

岻気機械器具

湛気機械器典

その他の製造

# III 町

村 I{I 町

仙台市

村 H1 町

lkfif都大田

白石市

'' 1 イi 市

命成町

東』i<都文京

東蜥[都足立

栗駒町

49 艶

師

弼

的

師

諦

師

弱

弱

帥

諏

57

57

59

59

60

57

60

59

60

4粥.22(〕 29，525

69，469

10,947

20,331

9,302

107,795

49,571

11，517

8，964

6，232

234,421

293,646

'li 白石市 大鷹沢 157,366

0

金成町町 沢 辺 65-000

18.287

0栗駒町田I 菱 沼 57 350,000

宮崎町 孫 沢 京都化成工業㈱東北工場町 プラスーチック 滝野町50 53 53 45.927 8.839



第7褒宮域県内の農村地域工業導入促進地区(3）

｜
桐
確

‘叶画（工業

用地）曲i積
、

蕊人済（含
内定）面械

、

分襯可能

残面楠
㎡

立地

年度

操業

年度

I汁画

臘体
市町村名 導 入 企 鴬 箔 鴬 種 本社所在地団地名

窯鴬． 土石製品

食 料 品

東邦ゴング'ノートエ粟㈱

東北グリコ乳菓㈱

崎町

崎町

50 53

52

16,370

54,241

0

0

10,001

17,596

72,237

0

0

52,000

30~000

４

２

５

５

呂
｛
呂内

入

金

広

原

谷

谷

岡台

54,241

52,000

30,000

27,597

志津川町

松山町

広岡台

町

町

㈱エコー製靴仙台｣ﾕ蝿

北11本化学工業㈱

東北アルプス㈱捕谷［蝿

皮革Ⅲ同製品

プラスチック

電気機械器具

東京都葛飾

松山町

東京都大田

55

55

5(）

５

５

２

５

５

５

０

０町揃谷町 渋 i I 72.237

秋保町

津山町

町

町

長

'1，

撰

麻 （協Inl )ツヤマボード

"1l｣木材工芸IY]淳加[IM;ﾉﾋ施没

51 20,0"

30,000

0

5,834

5,771

0

60 木材． 木製品

55 57 木材， 木製品

津山町

津 111 町 0

Ｉ

誤 町色麻町 愛有山 17, 107 0 37, 10752

町中田町 加箭野 IIIHIマグォ､㈱ 53 53 電飢機械器具 中田町 68, 163 68， 163 (）53

54 54 窯業，土石製品真 庭兇}禰七メントエ業㈱ | I 1Jtl:1M 仙台巾Ifil. 1 11元町 102,927 91,001 11,9265‘1

ﾘ農 大和町1
大衡村l

古川市

築館町

58
仙台北部

ｲ』 川人f･食,W,工准㈱1+r川←[蝿

宮 野

1.908-800 0 1.908-800

,li

町

魚 料 占占 戸川「
一
一
一 ７

２

１

２

６

３

ｈ

ユ

５

２

８

０
１

61 100.000

102.322

14.383

（〕

村大衡村 衡 東常雄沖喧気㈱ 砿策機械器具 東卓都港lズ 296,312 296,312 059 59

鳥壗ケ森

新田' 1向㈱谷化成製作所佐摘工塒

亘理中央

町

町

町

'1､野田町

迫 町

亘理町

59,8(X)

17,874

112､530

“ 59,8"

21,650

112,530

0

3，776

0

迩凱機椎器貝 横浜 ,li帥

~

資料：農村地域I業導入促進センター 「農工地|え・虻地企龍覧」 ( 1986fl:3 11) 、 25～28ベーシ



第8婆の①宮城県の主要工業団地（ 1 ）

用地等
川 地

未造成面碩率

用地分纏価格

( 1m' ]11り）

13,000～18,900円

15,000111

12,470111

20. 100円

12,500～13,8()01 'l

未定

8．0()0～10,0001 11

25.900～28,3001 1 1

23, 10011]

22,250～23, 1691 11
(19,948～34,3351 1 1/m' )流通

項目
(1)用地総面積 (2)造成済面積 未分譲面積率〔(3)／(1)〕(3)未分澱面領地名

村出工業間地

角lll駅製工業団地

東宮臨海工業、地

仙台港工對.H地

この舎工業1m地

仙台北部（松戦）工業団地

仙台北部（平場）工業団地

しらかし台]二業|』地

矢野目束工業団地

製パークタウンL業団地

亘理中央工業団地

桜の目工業団地

宮城平工業団地

音無工業団地

三本木工業I1地

鳥屋ケ森工業団地

築館工業団地

金成工業団地

平林工業団地

石巻工業港工業団地

石田工業団地

志津川工業団地

593,883m'

271,873

202,371

4,279,261

211,762

3,003,900

119,000

390,000

337,080

1,550,000

348,586

210,500

822,372

353,840

805,038

59"400

645,100

76,144

120,150

1,244,985

110,846

162,535

593,883㎡

75．263

202,371

3.699,269

114,576

0

119,000

390,000

201,653

751,100

0

210,500

0

52,451

576,801

273,476m'

232,410

43,314

704,586

81,964

1,909,000

101,429

180,640

277,916

561,000

337,671

50,791

822,372

260,780

240,052

59,400

645, 100

35, 195

33,750

526, 149

96，463

41,053

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ⅲ

皿

蛇

岨

Ⅲ

唱

肥

Ｆ

肥

凹

鋤

創

配

0％

72．3

0

13.6

45．9

100

0

0

40．2

51.5

100

0

100

85．2

28．4

46. 1%

85．5

21．4

16．5

39．7

63．6

85．2

46．3

82．4

36．2

97．0

24. 1

100

73．7

29.8

100

100

46．2

28． 1

42．3

87．6

25．3

工

手い

采ｌ

電

Ｉ

14,500～16,500i'l

団

(f定) 3,0001'i

未定

7,000I'l

3,500i'1

16,200～19,350円

未定

12,000円

~

（）

53，983

30,000

1,244,985

14,383

162,535

100

29. 1

75

0

87

（）

地

資料：東北砿力株式会社｢東北の工場適地」 （宮城県), 1986年6月。



第8妻の①宮塘県の主要工業団地(2）

番圃

地

号名

上水道料金 偶 偶 措 識

IMM,ﾘ馴勵円/㎡
I靜旺~~馴尉凹ノゴ
|辮肛鞭'諭隅
{爵伽慨~4i洲㎡
|粥齢】剛~5iﾘ糾薊↑

|"m]糊囎円/耐
|榊肌湖囎円/㎡
|榊雌諏洲賂
|端Ⅱ剛5iﾘ洲㎡
|辮砿鞭'洲賂
|諦肌州#円/㎡
噛紺剛IMM･
{糯肌~馴胤洲/㎡
{詩醐鞭珊隅
{榊鼠剛制隅
{#撒剛識肌
{榊砿~::§囎円/㎡
{辮肌~刷鼎円’㎡
に

{齢Ⅱ砿朝糾㎡
|榊斑鞭'難隅写

|群汎呼蝦円/㎡

県

県

県

県

県

県

県

県

県

市

県

県

県

県

県

県

県

県

不勤産取得税・ Ll喋悦（3年Ⅲ） ・固定資産税（3年間の免除)．町･･･…|占I定資潅税（3年間）の免除

不勤産取得税・リ喋税(3年間） ・固定資産税(3年間の免除)Ⅲ市･…”固定資曜税（3年間)の免除

１

２

３

４

５

６

７

８

９

脚

Ⅱ

胆

喝

叫

鴫

胎

Ⅳ

鴫

四

恥

創

塑

0．4

不鋤卿得悦而固定費派'3年IH1 )鶚の不均課税
不鋤巌珊僻税猯固定演巌税器固定満産税'3年間)器のｲ《均一繩税
不勧産取僻悦 ･固定資産税(3年間)号箭の不均一課税, 市……固定資巌税(3年間)の不均一課税
不勤巌取得税・ #喋税（3年間） ・固定資産税(3年間)の免除

不動産取得税・事業税（3年間） ・固定資産税(3年間)の免除，村．．…･間走涜l鼈税(3年間)の免除

不勤醇個得税･間“藤税13f¥!細器の不均課税
不伽,順恥鴨税器個“旅税(3ffll眺器の不均一課税, ｢'『…~ ･ ･ lmliZ""fM13fFM)の不均一柵瞬
固定資龍税・都市計画税・特別土地保有税相当額の10割以内を操業IIM始後交付

不鋤産収偲税器側道資産髄(3年'細緋の不均一課税,町……岡定資潅税(，年側)の不均一郷税
不勤潅取得税・ ,l嚥税(3年間) ･固定資産税(3年間)の免除，市……固進資産税(3年間)の免除

ｲ鋤産取得税・蝋巣税（3年間） ・問定資産税(3年間)の免除，町……問定資唾税(3年間)の免除

不動J噌取i!卜税・リ蟻税(3年間） ・固定資産税(3年間)の免除，町…･”間遊資躍税(3年間)の免除

不勤j雁取得税・¥喋税（3年間） ・問定資産税(3年間)の免除，町…･ '･l古I逆資産税(3年間)の免除

不動龍取得税・邸業税(3年間） ・固走資産税(3年間)の免除町……同定資灌税柑当額の契励金の交付（3年間）

イく動産取得税・斗喋税(3年IHI)･lhl定資産税(3年間)の免除，町． ． ･ ･･･151定資産税(3年間)の免除

不動産取僻税・ リ喋税(3年間) ･ lh1定資産税(3年間)の免除，町･･････IM定資躍税(3年間)の免除

ｌ

器

Ｉ

~~

蜥I当額の奨励金交付, I二水道料金助成(30%
｢l'!)の交付(5年間)緑化推進助成金(30%限
l )の交付
税（3年間)の免除

間遊資潅税
限痩500万
Im500ノjIII
･･固定涜巌I

不卿“僻税制間定識潅税(3ffilll)器の不均課税,Ⅲ…
不勤巌取得税･ #lf葉税(3年間) ､固定商産税(3年間)の免除． 巾

固定街｣'腱税(3fliilll )の免除

県

県

町

資料: In1上。



第8衷の②宮妓県の工増適地

用地分鰻価格
( 1㎡当り ）

用地総面積 未分譲面積工 場 適 地 名

(田） 13,000円

(畑) 18,000円

(田） 10,000円

(田） 6,500円

(畑) 3,500円

(一部成地）83, 128円

(田) 21,000円

(放牧地）未定

(山林) 1,000円

(田) 18.000円

(畑） 3．5“円

(田) 8,000円

(山林） 2,600円

(田) 8,000円

(畑) 1,500円

(山林) 2,000円

(山林) 2,000円

(山林) 1,500円

(粗造成済） 9‘8脚円

(雑種地) 3,000円

(田） 8,500円

(畑) 5,000～6,000円

(田) 10,000円

(宅地) 6,000円

(田) 7､500円

(田） 6.500円

(畑) 1,500円

(田） 25,000円

(宅地) 11,000円

(山林) 2,000円

(山林） 450円

(山林） 1.000円

(宅地) 5,500円

(宅地) 25,000円

郡 山

中 島

槻 木

境 松

金 山

苦 竹

増 田

衡 東

仙台北部（持足）

仙台北部（吉岡東）

坂 元

中小塩

西原第二

四 竃
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資料：同上。
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